
(57)【要約】

【課題】画素の開口率を十分に高く維持したまま、副画

素間でのクロストークの発生を抑えることのできる液晶

表示装置を提供する。

【解決手段】本発明による液晶表示装置では、各画素電

極が、列方向に並んだ２つの副画素電極を有する。さら

に、各画素を通るデータ線が、第１副画素電極に隣接す

る第１部分と、第２副画素電極に隣接する第２部分とを

含む。第１部分と第２部分とでは行方向での位置が異な

る。それにより、データ線が各画素の中間で一度折れ曲

がっている。第１部分は第１副画素電極とは重なってい

ない。第２部分は第２副画素電極と重なっている。

【選択図】図4
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 、
　 前 記 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 各 々 が 第 １ 副 画 素 電 極 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と を 含 む 、 複 数 の 画
素 電 極 、
　 前 記 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 各 々 が 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 と は 重 な ら ず 、 前 記 第 ２ 副 画 素 電
極 と 重 な っ て い る 、 複 数 の 第 １ デ ー タ 線 、
　 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 線 が 、 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 に 隣 接 す る 第 １ 部 分 、 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電
極 に 隣 接 す る 第 ２ 部 分 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 部 分 と 前 記 第 ２ 部 分 と で は 前 記 第 １ デ ー タ 線 の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で
の 位 置 が 異 な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 線 の 第 ２ 部 分 が 更 に 、 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と 重 な っ て い る 第 ３ 部 分 、 及
び 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と は 重 な っ て い な い 第 ４ 部 分 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 線 の 第 ３ 部 分 と 第 ４ 部 分 と で は 前 記 第 １ デ ー タ 線 の 長 手 方 向 に 対 し て 垂
直 な 方 向 で の 位 置 が 異 な る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 線 が 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 線 と 前 記 画 素 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ て い る 有 機 膜 、 を 更 に 有 す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ 線 に 隣 接 す る 第 ２ デ ー タ 線 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ デ ー タ 線 が 前 記 画 素 電 極 と は 重 な っ て い な い 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ デ ー タ 線 が 、 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 に 隣 接 す る 第 １ 部 分 、 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電
極 に 隣 接 す る 第 ２ 部 分 、 を 含 む 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ デ ー タ 線 の 第 ２ 部 分 が 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と 重 な っ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ デ ー タ 線 が 前 記 画 素 電 極 か ら 分 離 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ な い し １ ０ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ デ ー タ 線 が 前 記 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ な い し １ ０ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ デ ー タ 線 と 前 記 画 素 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ て い る 有 機 膜 、 を 更 に 有 す る 、 請 求
項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 が 、 縦 辺 と 斜 辺 と を 含 む 平 行 四 辺 形
状 の 電 極 片 、 を 少 な く と も ２ つ ず つ 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 に お い て 、 前 記 平 行 四 辺 形 状 の 電 極
片 の 縦 辺 が 互 い に 接 し て い る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 に お い て 、 前 記 平 行 四 辺 形 状 の 電 極
片 の 斜 辺 が 互 い に 直 角 に 交 わ っ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 に 形 成 さ れ て い る 傾 斜 方 向 決 定 部 材
、 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 傾 斜 方 向 決 定 部 材 が 、 前 記 平 行 四 辺 形 状 の 電 極 片 の 斜 辺 に 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 斜
線 部 を 含 む 切 開 部 、 を 複 数 有 す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 が 、 前 記 第 １ デ ー タ 線 に 対 し て 実 質
的 に 平 行 な 第 １ 辺 と 第 ２ 辺 、 及 び 、 前 記 第 １ 辺 と 前 記 第 ２ 辺 と の 各 々 と 直 角 に 交 わ っ て い
る 第 ３ 辺 と 第 ４ 辺 、 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 の 高 さ が 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 高 さ と 異 な る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １
９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と が 前 記 第 １ デ ー タ 線 の 長 手 方 向 で 隣 接 し て
い る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 の 縦 中 心 線 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 縦 中 心 線 と が 同 一 の 直 線 上 に 配
置 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 同 じ 映 像 情 報 に 基 づ い て 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 に よ っ て 得 ら れ る 電 圧 が 前 記 第 １ 副 画 素
電 極 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と で は 異 な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 の 面 積 が 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ く 、 同 じ 映 像 情 報 に 基
づ い て 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 に よ っ て 得 ら れ る 電 圧 が 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 で は 前 記 第 ２ 副
画 素 電 極 よ り 高 い 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と の 各 々 に 対 し 、 同 じ 映 像 情 報 に 基 づ い て 異
な る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 と の 両 方 に 連 結 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
、 及 び 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る ゲ ー ト 線 、 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ゲ ー ト 線 に 対 し て 平 行 に 延 び て い る 第 １ 維 持 電 極 線 及 び 第 ２ 維 持 電 極 線 、 を 更 に 有
す る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 、 前 記 第 １ 維 持 電 極 線 に 重 な っ て い る 第 １ ド レ イ ン 電 極 、 及 び
、 前 記 第 ２ 維 持 電 極 線 に 重 な っ て い る 第 ２ ド レ イ ン 電 極 、 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 第 １ ゲ ー ト 線 、 及 び 、
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　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 第 ２ ゲ ー ト 線 、
　 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 第 １ ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 そ
れ に よ り 前 記 第 １ デ ー タ 線 か ら 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 し 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 第 ２ ゲ ー ト 線 か ら の 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 そ れ に よ
り 前 記 第 １ デ ー タ 線 か ら 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 、
　 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 と 前 記 第 １ デ ー タ 線 と に 連 結 さ れ て い る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 第 ２ デ ー タ 線 、 及 び 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ デ ー タ
線 と 前 記 第 ２ デ ー タ 線 と の 各 々 と 交 差 す る ゲ ー ト 線 、
　 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 そ れ に
よ り 前 記 第 １ デ ー タ 線 か ら 前 記 第 １ 副 画 素 電 極 に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 し 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 そ れ に
よ り 前 記 第 ２ デ ー タ 線 か ら 前 記 第 ２ 副 画 素 電 極 に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 、
　 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 ゲ ー ト 線 に 対 し て 平 行 に 延 び て い る 第 １ 維 持 電 極 線 及 び 第 ２ 維 持 電 極 線 、 を 更 に 有
す る 、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 、 前 記 第 １ 維 持 電 極 線 に 重 な っ て い る 第 １ ド レ イ ン 電 極 を
有 し 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 、 前 記 第 ２ 維 持 電 極 線 に 重 な っ て い る 第 ２ ド レ イ ン 電 極 を
有 す る 、
　 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 液 晶 表 示 パ ネ ル に 含 ま れ る 電 極 や 信 号 線 の 構 造 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 現 在 最 も 広 く 使 用 さ れ て い る 平 板 表 示 装 置 の １ つ で あ る 。 液 晶 表 示 装 置
は 液 晶 表 示 パ ネ ル に 映 像 を 表 示 す る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 素 ご と に 画 素 電 極 と 共 通 電 極
な ど の 電 場 生 成 電 極 を 含 む 二 枚 の 表 示 パ ネ ル 、 及 び 、 そ れ ら の 間 に 挿 入 さ れ て い る 液 晶 層
で 構 成 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル は 更 に 、 各 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素
子 、 及 び 、 そ れ ら の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト 線 や 画 素 電 極 に デ ー
タ 電 圧 を 伝 達 す る デ ー タ 線 な ど の 複 数 の 信 号 線 を 含 む 。 各 画 素 の 電 場 生 成 電 極 に 対 し て デ
ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 そ れ ら の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 に は 電 場 が 生 成 さ れ る 。 こ の 電 場
が こ の 液 晶 層 に 含 ま れ る 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 変 化 さ せ る 。 更 に 、 そ の 配 向 状 態 の 変 化 に
応 じ て そ の 画 素 の 光 透 過 率 が 変 化 す る 。 こ う し て 、 各 画 素 の 光 透 過 率 が 電 場 生 成 電 極 の 電
圧 で 制 御 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル に 映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 層 に 対 し て 一 方 向 の 電 界 が 長 時 間 印 加 さ れ る と 、 液 晶 に 劣 化 が 発 生 す る お そ れ が あ
る 。 そ の よ う な 液 晶 の 劣 化 を 防 止 す る た め に 、 液 晶 表 示 装 置 は 通 常 、 共 通 電 極 の 電 圧 （ 共
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通 電 圧 ） に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 、 フ レ ー ム ご と に 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 、 若 し く
は 列 ご と に 、 ま た は 画 素 ご と に 反 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル の 中 に は 、 各 画 素 が ２ つ の 副 画 素 に 分 け ら れ て い る も の が あ る 。 そ の 場
合 、 あ る 画 素 に 対 し て 一 つ の 階 調 が 指 定 さ れ る と き 、 そ の 画 素 に 含 ま れ て い る ２ つ の 副 画
素 の 各 々 に 対 し て 異 な る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 又 は 、 そ れ ら の 副 画 素 間 で 等 価 容 量 の
差 を 調 節 し 、 そ れ ら の 副 画 素 に 対 し て 同 じ デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 に 得 ら れ る 各 副 画
素 電 極 の 実 際 の 電 圧 間 に 所 定 の 差 を 与 え る 。 そ の 結 果 、 そ れ ら の 副 画 素 の 輝 度 に 所 定 の 差
が 生 じ る 。 そ の 輝 度 の 差 が 液 晶 表 示 パ ネ ル の 視 野 角 を 拡 げ 、 か つ 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 方 か
ら 外 れ た 方 向 で の 画 面 の 視 認 性 を 向 上 さ せ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 一 般 に 、 デ ー タ 線 と 画 素 電 極 と の 間 に 寄 生 容 量 が 生 じ て い る 。 こ の
寄 生 容 量 に よ り 、 画 素 電 極 の 実 際 の 電 圧 は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 か ら 外 れ る 。
特 に 低 い 階 調 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 画 素 に 対 し て 印 加 さ れ る 場 合 、 そ の 画 素 に 含 ま れ る
２ つ の 副 画 素 電 極 の う ち 、 比 較 的 高 い 電 圧 が 得 ら れ る 副 画 素 電 極 で は 、 そ の 電 圧 が 目 標 レ
ベ ル か ら 過 大 に 変 動 し や す い 。 す な わ ち 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ て い る ２ つ の 副 画 素 間 で は 一
方 の 輝 度 が 他 方 の 輝 度 よ り 過 大 に 変 化 し や す い 。 そ の 結 果 、 副 画 素 間 に は ク ロ ス ト ー ク が
発 生 し や す い の で 、 液 晶 表 示 装 置 の 更 な る 高 画 質 化 が 阻 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 隣 接 す る ２ つ の 副 画 素 間 で デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 逆 で あ る と き 、 各 画 素 の 副 画 素 間
で の ク ロ ス ト ー ク が 過 大 に な り や す い 。 例 え ば 、 各 画 素 で ２ つ の 副 画 素 が 画 素 マ ト リ ッ ク
ス の 列 方 向 に 配 置 さ れ て い る 場 合 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 ご と に デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 転
す る と き （ 列 反 転 駆 動 ） 、 画 面 の 垂 直 方 向 で の ク ロ ス ト ー ク が 大 き く な り や す い 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 画 素 の 開 口 率 を 十 分 に 高 く 維 持 し た ま ま 、 副 画 素 間 で の ク ロ ス ト ー ク
の 発 生 を 抑 え る こ と の で き る 液 晶 表 示 装 置 、 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 基 板 、 複 数 の 画 素 電 極 、 及 び 、 複 数 の 第 １ デ ー タ 線 を 有
す る 。 各 画 素 電 極 は 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 第 １ 副 画 素 電 極 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と を 含 む 。 第
１ デ ー タ 線 は 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 第 １ 副 画 素 電 極 と は 重 な ら ず 、 第 ２ 副 画 素 電 極 と 重 な
っ て い る 。 第 １ デ ー タ 線 は 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 に 隣 接 す る 第 １ 部 分 、 及 び 第 ２ 副
画 素 電 極 に 隣 接 す る 第 ２ 部 分 、 を 含 む 。 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と で は 、 第 １ デ ー タ 線 の 長 手
方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で の 位 置 が 異 な る 。 第 １ デ ー タ 線 の 第 ２ 部 分 が 更 に 、 第 ２ 副 画 素
電 極 と 重 な っ て い る 第 ３ 部 分 、 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 と は 重 な っ て い な い 第 ４ 部 分 を 含 ん で
い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 好 ま し く は 、 第 ３ 部 分 と 第 ４ 部 分 と で は 第 １ デ ー タ 線 の 長 手 方 向
に 対 し て 垂 直 な 方 向 で の 位 置 が 異 な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 が 、 第 １ デ ー タ 線 と 隣 接 す る 第 ２ デ ー タ 線 を 更 に 有 し
て も 良 い 。 好 ま し く は 、 第 ２ デ ー タ 線 の 全 体 が 画 素 電 極 と は 重 な っ て い な い 。 そ の 他 に 、
第 ２ デ ー タ 線 が 、 第 １ 副 画 素 電 極 に 隣 接 す る 第 １ 部 分 、 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 に 隣 接 す る 第
２ 部 分 を 有 し 、 そ の 第 ２ 部 分 が 第 ２ 副 画 素 電 極 と 重 な っ て い て も 良 い 。 第 ２ デ ー タ 線 は 画
素 電 極 か ら 分 離 さ れ て い て も 、 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 は 好 ま し く は 、 縦 辺 と 斜 辺 と を 含 む 平 行 四 辺
形 状 の 電 極 片 、 を 少 な く と も ２ つ ず つ 有 す る 。 そ の 場 合 、 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 及
び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 に お い て 、 平 行 四 辺 形 状 の 電 極 片 の 縦 辺 が 互 い に 接 し て い る 。 そ
れ に よ り 、 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 が 、 例 え ば 矢 羽 根 形 状 を 成 す 。 更 に
好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 に お い て 、 平 行 四 辺 形 状 の 電 極 片
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の 斜 辺 が 互 い に 直 角 に 交 わ っ て い る 。 こ こ で 、 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々
に は 傾 斜 方 向 決 定 部 材 が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 傾 斜 方 向 決 定 部 材 は 好 ま し く は 、 平 行 四
辺 形 状 の 電 極 片 の 斜 辺 に 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 斜 線 部 を 含 む 切 開 部 、 を 複 数 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 々 が 、 第 １ デ ー タ 線 に 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 第
１ 辺 と 第 ２ 辺 、 及 び 、 第 １ 辺 と 第 ２ 辺 と の 各 々 と 直 角 に 交 わ っ て い る 第 ３ 辺 と 第 ４ 辺 、 を
有 し て も 良 い 。 す な わ ち 、 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 の 各 形 状 が 長 方 形 で あ っ て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 副 画 素 電 極 の 形 状 が 矢 羽 根 形 状 で あ っ て も 長 方 形 で あ っ て も 、 好 ま し く は 、 第 １ 副 画
素 電 極 の 高 さ が 第 ２ 副 画 素 電 極 の 高 さ と は 異 な る 。 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 と 第 ２ 副
画 素 電 極 と が 第 １ デ ー タ 線 の 長 手 方 向 で 隣 接 し て い る 。 そ の 場 合 、 更 に 好 ま し く は 、 第 １
副 画 素 電 極 の 縦 中 心 線 と 第 ２ 副 画 素 電 極 の 縦 中 心 線 と が 同 一 の 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 同 じ 映 像 情 報 に 基 づ い て 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 に よ っ て 得 ら れ る 電 圧 が 第
１ 副 画 素 電 極 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と で は 異 な る 。 更 に 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 の 面 積 が
第 ２ 副 画 素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ く 、 同 じ 映 像 情 報 に 基 づ い て 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 に よ っ
て 得 ら れ る 電 圧 が 第 １ 副 画 素 電 極 で は 第 ２ 副 画 素 電 極 よ り 高 い 。 そ の 他 に 、 本 発 明 に よ る
上 記 の 液 晶 表 示 装 置 が 、 第 １ 副 画 素 電 極 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と の 各 々 に 対 し 、 同 じ 映 像 情 報
に 基 づ い て 異 な る デ ー タ 電 圧 を 印 加 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 は 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と の
両 方 に 連 結 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る
ゲ ー ト 線 、 を 更 に 有 す る 。 そ の 液 晶 表 示 装 置 は 更 に 好 ま し く は 、 ゲ ー ト 線 に 対 し て 平 行 に
延 び て い る 第 １ 維 持 電 極 線 及 び 第 ２ 維 持 電 極 線 、 を 更 に 有 す る 。 そ の 場 合 、 上 記 の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ が 、 第 １ 維 持 電 極 線 に 重 な っ て い る 第 １ ド レ イ ン 電 極 、 及 び 、 第 ２ 維 持 電 極 線
に 重 な っ て い る 第 ２ ド レ イ ン 電 極 、 を 有 し て も 良 い 。 こ こ で 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ て い る ２
つ の 副 画 素 電 極 に 対 し て は 、 共 通 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 通 し て 同 じ デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ
る 。 し か し 、 例 え ば ド レ イ ン 電 極 と 維 持 電 極 線 と の 間 の 寄 生 容 量 の 違 い 、 ま た は 維 持 電 極
線 の 電 圧 の 違 い に よ り 、 ２ つ の 副 画 素 電 極 間 で は 実 際 に 得 ら れ る 電 圧 が 異 な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 が 、 第 １ 副 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 、 第 ２ 副 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
に 連 結 さ れ て い る 第 １ ゲ ー ト 線 、 及 び 、 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 第 ２ ゲ ー
ト 線 、 を 更 に 有 し て も 良 い 。 そ の 場 合 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 第 １ ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー
ト 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 第 １ デ ー タ 線 か ら 第 １ 副 画 素 電 極 に 対 し て デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る
。 一 方 、 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 第 ２ ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 第 ２ デ
ー タ 線 か ら 第 ２ 副 画 素 電 極 に 対 し て デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 第 １ デ ー タ 線 に 代 え 、 第 ２ デ ー タ 線 に 連 結 さ れ て い て も 良 い 。
す な わ ち 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と が 異 な る デ ー タ 線 に 連 結 さ れ
て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 好 ま し く は 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と
が 同 じ ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ て い る 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー ト 信 号 に
よ っ て 導 通 し 、 第 １ デ ー タ 線 か ら 第 １ 副 画 素 電 極 に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 。 第 ２ 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ は 同 じ ゲ ー ト 線 か ら の ゲ ー ト 信 号 に よ っ て 導 通 し 、 第 ２ デ ー タ 線 か ら 第 ２ 副 画 素
電 極 に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 。 こ こ で 、 ２ つ の 副 画 素 電 極 間 で デ ー タ 電 圧 が 異 な る 場 合 、
２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 互 い に 異 な る タ イ ミ ン グ で 導 通 す る 。 更 に 、 第 １ 維 持 電 極 線 及
び 第 ２ 維 持 電 極 線 が ゲ ー ト 線 に 対 し て 平 行 に 延 び て い る 場 合 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド
レ イ ン 電 極 が 第 １ 維 持 電 極 線 と 重 な り 、 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 が 第 ２ 維 持
電 極 線 と 重 な っ て い て も 良 い 。 こ こ で 、 ２ つ の 副 画 素 電 極 間 で 等 価 容 量 の 差 ま た は 維 持 電
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極 線 の 電 圧 の 差 が 調 節 さ れ る こ と に よ り 、 同 じ デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る と き に 得 ら れ る 電
圧 が ２ つ の 副 画 素 電 極 間 で 十 分 に 異 な る 場 合 、 ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 同 じ タ イ ミ ン グ
で 導 通 し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 上 記 の 通 り 、 デ ー タ 線 が 第 １ 副 画 素 電 極 と は 重 な ら ず 、
第 ２ 副 画 素 電 極 と 重 な っ て い る 。 こ こ で 、 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 の 面 積 が 第 ２ 副 画
素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ い 。 従 っ て 、 画 素 の 開 口 率 を 高 く 確 保 し た ま ま 、 上 記 の よ う な デ ー
タ 線 の 配 置 を 実 現 で き る 。 更 に 、 デ ー タ 線 と 第 １ 副 画 素 電 極 と の 間 に 生 じ る 寄 生 容 量 は デ
ー タ 線 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と の 間 に 生 じ る 寄 生 容 量 よ り 小 さ い 。 従 っ て 、 同 じ 映 像 情 報 に 基
づ い て 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 に よ っ て 得 ら れ る 電 圧 が 第 １ 副 画 素 電 極 で は 第 ２ 副 画 素 電 極
よ り 高 く 設 定 さ れ る 場 合 で も 、 第 １ 副 画 素 電 極 の 電 圧 が 目 標 レ ベ ル に 確 実 に 維 持 さ れ る 。
そ れ 故 、 ク ロ ス ト ー ク の 発 生 が 防 止 さ れ る 。 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 画 質 が 更 に 向 上
す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
《 第 １ 実 施 形 態 》
　 図 1は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 2は そ の 液 晶 表
示 装 置 に 含 ま れ る ２ つ の 副 画 素 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
　 図 1に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300、 及 び 、 こ れ に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 400と デ ー タ 駆 動 部 500、 デ ー タ 駆 動
部 500に 連 結 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 800、 及 び 、 そ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 600を 有 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 複 数 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と 、 そ れ ら に 連 結 さ れ て
い て ほ ぼ マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 PXと を 有 す る 。 さ ら に 、 図 2に 示 さ れ て
い る よ う に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 互 い に 対 向 す る 下 部 表 示 パ ネ ル 100と 上 部
表 示 パ ネ ル 200、 及 び そ れ ら の 間 に 入 っ て い る 液 晶 層 3を 有 す る 。
　 信 号 線 は 、 ゲ ー ト 信 号 （ 走 査 信 号 と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 （ 図 示 せ ず ） と
、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 （ 図 示 せ ず ） と を 有 す る 。 ゲ ー ト 線 は ほ ぼ 行 方 向
に 延 び て 互 い に ほ と ん ど 平 行 で あ り 、 デ ー タ 線 は ほ ぼ 列 方 向 に 延 び て 互 い に ほ と ん ど 平 行
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 画 素 PXは 一 対 の 副 画 素 を 有 し 、 各 副 画 素 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca、 Clcbを 有 す る 。 ２ つ
の 副 画 素 の う ち 、 少 な く と も １ つ は 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 及 び 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca、 Cl
cbに 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcbは 、
下 部 表 示 パ ネ ル 100の 副 画 素 電 極 PEa／ PEbと 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 共 通 電 極 CEと を ２ つ の 端
子 と し 、 副 画 素 電 極 PEa／ PEbと 共 通 電 極 CEと の 間 の 液 晶 層 3を 誘 電 体 と し て 利 用 す る 。 一
対 の 副 画 素 電 極 PEa、 PEbの 間 は 分 離 さ れ て い る 。 一 対 の 副 画 素 電 極 PEa、 PEbが １ つ の 画 素
電 極 PEを 構 成 す る 。 共 通 電 極 CEは 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 全 面 に 形 成 さ れ て い て 、 共 通 電 圧 V
comの 印 加 を 受 け る 。 液 晶 層 3は 負 の 誘 電 率 異 方 性 を 有 し 、 液 晶 層 3の 液 晶 分 子 は 電 場 の な
い 状 態 で は 、 そ の 長 軸 が ２ つ の 表 示 パ ネ ル の 表 面 に 対 し て 垂 直 を 成 す よ う に 配 向 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 色 表 示 を 実 現 す る た め に 、 各 画 素 PXが 特 定 の 基 本 色 を 個 別 に 表 示 し （ 空 間 分 割 方 式 ） 、
又 は 、 各 画 素 PXが 時 間 に よ っ て 基 本 色 を 交 互 に 表 示 す る （ 時 間 分 割 方 式 ） 。 基 本 色 の 空 間
的 な 分 布 、 又 は 時 間 的 な 分 布 に よ り 、 所 望 の 色 相 が 表 現 さ れ る 。 基 本 色 の 例 と し て は 、 三
原 色 （ 赤 色 、 緑 色 、 青 色 ） が あ る 。 図 2は 空 間 分 割 方 式 の 一 例 を 示 し 、 各 画 素 PXが 上 部 表
示 パ ネ ル 200の 領 域 に 基 本 色 の １ つ を 示 す 色 フ ィ ル タ ー CFを 備 え て い る 。 図 2と は 異 な り 、
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色 フ ィ ル タ ー CFを 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 副 画 素 電 極 PEa、 PEbの 上 ま た は 下 に 形 成 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 表 示 パ ネ ル 100、 200の 外 側 に は 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ て い る 。 尚 、 反 射 型 液
晶 表 示 装 置 の 場 合 に は 、 ２ つ の 偏 光 子 の い ず れ か １ つ を 省 略 し て も よ い 。 ２ つ の 偏 光 子 の
偏 光 軸 は 好 ま し く は 互 い に 直 交 す る 。 そ の 場 合 、 電 場 が 印 加 さ れ て い な い 状 態 の 液 晶 層 3
を 透 過 し た 光 が 偏 光 子 に よ り 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 再 び 図 1を 参 照 す る と 、 階 調 電 圧 生 成 部 800は 、 画 素 PXの 透 過 率 に 対 応 づ け ら れ て い る 複
数 の 階 調 電 圧 （ ま た は 基 準 階 調 電 圧 ） を 生 成 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300の ゲ ー ト 線 と 連 結 さ れ 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonと ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffと の 組 み 合
わ せ か ら 成 る ゲ ー ト 信 号 Vgを ゲ ー ト 線 に 対 し て 印 加 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は 液 晶 表 示 パ
ネ ル ア セ ン ブ リ 300の デ ー タ 線 と 連 結 さ れ 、 階 調 電 圧 生 成 部 800か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し 、
こ れ を デ ー タ 電 圧 Vdと し て デ ー タ 線 に 対 し て 印 加 す る 。 尚 、 階 調 電 圧 生 成 部 800が 全 て の
階 調 に 対 す る 階 調 電 圧 で は な く 、 決 め ら れ た 数 の 基 準 階 調 電 圧 の み を 提 供 す る 場 合 に は 、
デ ー タ 駆 動 部 500は 基 準 階 調 電 圧 を 分 圧 し て 各 階 調 に 対 す る 階 調 電 圧 を 生 成 し 、 こ の 中 か
ら デ ー タ 電 圧 を 選 択 す る 。 信 号 制 御 部 600は ゲ ー ト 駆 動 部 400及 び デ ー タ 駆 動 部 500な ど を
制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ ら の 駆 動 装 置 400、 500、 600、 800の 各 々 は 好 ま し く は 、 少 な く と も １ つ の 集 積 回 路
チ ッ プ の 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 上 に 直 接 実 装 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 そ
れ ら が 可 撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ 、 TCP（ Tape Carrier Package） の
形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 実 装 さ れ て い て も 良 い 。 さ ら に 、 そ れ ら が 別 の 印
刷 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ て い て も 良 い 。 そ の 他 に 、 駆 動 装 置 400、 500、 60
0、 800が 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 集 積 化 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 駆 動 装 置 400、
500、 600、 800の 全 て が 単 一 の チ ッ プ に 集 積 化 さ れ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 そ れ ら の う
ち の 少 な く と も １ つ 、 ま た は そ れ ら を 構 成 す る 少 な く と も １ つ の 回 路 素 子 が そ の 単 一 チ ッ
プ の 外 側 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 信 号 制 御 部 600は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 映 像 信 号 R、 G
、 B、 及 び 、 そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bは 各 画 素
PXの 輝 度 情 報 を 含 む 。 こ こ で 、 画 素 PXの 輝 度 は 、 決 め ら れ た 個 数 （ 例 え ば 、 1024＝ 2 1 0 、 2
56＝ 2 8 、 ま た は 64＝ 2 6 ） の 階 調 の い ず れ か で 示 さ れ て い る 。 入 力 制 御 信 号 の 例 と し て は 、
垂 直 同 期 信 号 Vsync、 水 平 同 期 信 号 Hsync、 メ イ ン ク ロ ッ ク MCLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DE
な ど が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 信 号 制 御 部 600は 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bと 入 力 制 御 信 号 と に 基 づ い て 入 力 映 像 信 号 R、 G、
Bを 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300及 び デ ー タ 駆 動 部 500の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に 処
理 す る 。 信 号 制 御 部 600は さ ら に 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT2な ど を
生 成 し 、 そ の 後 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1を ゲ ー ト 駆 動 部 400に 出 力 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT
2と 処 理 さ れ た 映 像 信 号 DATと を デ ー タ 駆 動 部 500に 出 力 す る 。 出 力 映 像 信 号 DATは 各 画 素 の
PXの 輝 度 の 階 調 を デ ジ タ ル 信 号 で 表 し て い る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は 、 走 査 開 始 を 指 示
す る 走 査 開 始 信 号 と 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 出 力 周 期 を 制 御 す る 少 な く と も １ つ の ク ロ ッ
ク 信 号 と を 有 す る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は ま た 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 持 続 時 間 を 限 定 す
る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 を 更 に 有 し て い て も 良 い 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は 、 画 素 マ ト リ ッ
ク ス の 行 ご と に 副 画 素 に 対 す る 映 像 デ ー タ の 伝 送 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号 、 液 晶
表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 命 令 す る ロ ー ド 信 号 、 及 び デ ー タ
ク ロ ッ ク 信 号 を 含 む 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は ま た 、 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る デ ー タ 電 圧 の
極 性 （ 以 下 、 単 に “ デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” と 言 う ） を 反 転 さ せ る 反 転 信 号 を 更 に 含 ん で い て
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も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 信 号 制 御 部 600か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT2に 従 い 、 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 画 素 マ ト リ ッ
ク ス の 各 行 に 対 す る デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを 受 信 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は さ ら に 、 各 デ ジ
タ ル 映 像 信 号 DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ っ て デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを ア ナ
ロ グ デ ー タ 電 圧 に 変 換 し 、 そ の 後 、 こ れ を 目 標 の デ ー タ 線 に 対 し て 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 信 号 制 御 部 600か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1に 従 っ て ゲ ー ト オ ン 電 圧 V
onを ゲ ー ト 線 に 対 し て 印 加 し 、 こ の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 導 通 さ せ る
。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 に 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 が 、 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通
じ て 副 画 素 に 対 し て 印 加 さ れ る 。 こ の 時 、 例 え ば １ つ の 画 素 電 極 を 構 成 す る 第 １ 副 画 素 電
極 と 第 ２ 副 画 素 電 極 と が 異 な る ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て い る 場 合 、 つ ま り 、 各 副 画
素 が 個 別 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し て い る 場 合 に は 、 ２ つ の 副 画 素 が 異 な る 時 間 に 同 じ デ
ー タ 線 を 通 じ て 異 な る デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る こ と が で き る 。 そ の 他 に 、 同 じ 時 間 に 異
な る デ ー タ 線 を 通 じ て 異 な る デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る こ と も で き る 。 そ れ ら と は 異 な り
、 第 １ 副 画 素 電 極 が ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 連 結 さ れ 、 第 ２ 副 画 素 電 極 と 第 １ 副 画 素 電 極 と の
間 が 容 量 性 結 合 を 形 成 し て い る 場 合 に は 、 第 １ 副 画 素 電 極 に 対 し て は ス イ ッ チ ン グ 素 子 を
通 じ て デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ 、 第 ２ 副 画 素 電 極 に 対 し て は 第 １ 副 画 素 電 極 を 通 じ て 変 化 し
た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 こ の 時 、 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 直 接 受 け る 第 １ 副 画 素 電 極 は 第 ２ 副 画
素 電 極 よ り 面 積 が 小 さ く 設 定 さ れ る 。 更 に 、 デ ー タ 電 圧 の 印 加 に よ り 得 ら れ る 第 １ 副 画 素
電 極 の 実 際 の 電 圧 が 第 ２ 副 画 素 電 極 の 実 際 の 電 圧 よ り 高 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcaと 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcbと の 間 で 両 端 電 圧 に 差
が 生 じ る と 、 各 表 示 パ ネ ル 100、 200の 表 面 に 対 し て ほ と ん ど 垂 直 な 主 電 場 が 液 晶 層 3に 生
成 さ れ る 。 そ の と き 、 液 晶 層 3の 液 晶 分 子 が 主 電 場 に 応 じ て 回 転 し 、 そ の 長 軸 が 主 電 場 の
方 向 に 対 し て 垂 直 に 傾 く 。 液 晶 分 子 が 傾 い た 程 度 に 応 じ 、 液 晶 層 3を 透 過 す る 光 の 偏 光 方
向 が 回 転 す る 。 こ の 偏 光 方 向 の 変 化 が 偏 光 子 に よ っ て 画 素 の 光 透 過 率 の 変 化 （ す な わ ち 、
輝 度 の 変 化 ） と し て 現 れ る 。 こ う し て 、 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 表 示 パ ネ ル 300に 所 望 の 映 像
を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 液 晶 分 子 が 傾 く 角 度 は 主 電 場 の 強 さ に よ っ て 変 わ る 。 さ ら に 、 各 画 素 で は ２ つ の 液 晶 キ
ャ パ シ タ Clca、 Clcbの 両 端 電 圧 が 異 な る の で 、 副 画 素 間 で 液 晶 分 子 の 傾 き が 異 な る 。 従 っ
て 、 ２ つ の 副 画 素 間 で は 輝 度 が 異 な る 。 こ の 輝 度 差 を 適 切 に 調 節 す れ ば 、 す な わ ち 、 液 晶
キ ャ パ シ タ Clcaの 両 端 電 圧 と 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcbの 両 端 電 圧 と を 適 切 に 調 節 す れ ば 、
液 晶 表 示 パ ネ ル 300の 側 方 か ら 見 え る 映 像 の 画 質 が 、 正 面 か ら 見 え る 映 像 の 画 質 に 最 大 限
に 接 近 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 側 面 ガ ン マ 曲 線 を 正 面 ガ ン マ 曲 線 に 最 大 限 に 接 近 さ
せ る こ と が で き る 。 こ う し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 300の 側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。 更 に 、 デ ー
タ 電 圧 の 印 加 を 直 接 受 け る 第 １ 副 画 素 電 極 の 面 積 を 第 ２ 副 画 素 電 極 の 面 積 よ り 小 さ く す れ
ば 、 側 面 ガ ン マ 曲 線 を 正 面 ガ ン マ 曲 線 に 更 に 接 近 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 図 4に 示 し
た よ う に 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと の 間 の 面 積 比 が ほ ぼ 1： （ 2～ 3）
で あ る 場 合 、 側 面 ガ ン マ 曲 線 が 正 面 ガ ン マ 曲 線 に 一 層 接 近 す る の で 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 300
の 側 面 視 認 性 が 更 に 良 く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 水 平 周 期 （ 1Hと も 言 い 、 水 平 同 期 信 号 Hsync及 び デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEの 一 周 期 と
等 し い ） を 単 位 と し て 、 こ の よ う な 過 程 を 繰 り 返 す 。 そ れ に よ り 、 全 て の 画 素 PXに 対 し て
デ ー タ 電 圧 を 印 加 し て １ つ の フ レ ー ム の 映 像 を 液 晶 表 示 パ ネ ル 300に 表 示 す る 。 １ つ の フ
レ ー ム が 終 わ れ ば 、 次 の フ レ ー ム が 始 ま る 。 そ の と き 、 各 画 素 PXに 対 し て 印 加 さ れ る デ ー
タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 の フ レ ー ム に お け る 極 性 と 反 対 に な る よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 500に 対
し て 印 加 さ れ る 反 転 信 号 の 状 態 が 制 御 さ れ る （ フ レ ー ム 反 転 ） 。 更 に 、 同 じ フ レ ー ム 内 で
も 反 転 信 号 の 特 性 に よ り 、 デ ー タ 線 ご と に デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 転 し （ 例 ： 行 反 転 、 点 反
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転 ） 、 ま た は 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 ご と に デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 転 し て も 良 い （ 例 ： 列
反 転 、 点 反 転 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 3～ 図 1
5、 及 び 図 1、 図 2を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 3は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る １ つ の 画 素 の
等 価 回 路 図 で あ る 。 図 3を 参 照 す る と 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で
は 、 画 素 PXが 、 ゲ ー ト 線 GL、 一 対 の デ ー タ 線 DLa、 DLb、 及 び 維 持 電 極 線 SLに 連 結 さ れ て い
る 。 画 素 PXは 一 対 の 副 画 素 PXa、 PXbを 有 す る 。 各 副 画 素 PXa／ PXbは 、 ゲ ー ト 線 GLと デ ー タ
線 DLa／ DLbと に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa／ Qb、 こ れ に 連 結 さ れ た 液 晶 キ ャ パ シ
タ Clca／ Clcb、 及 び 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa／ Qbと 維 持 電 極 線 SLと に 連 結 さ れ て い る ス ト レ
ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbを 有 す る 。 各 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa／ Qbは 下 部 表 示 パ ネ ル 100に
備 え ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 GLに 連 結 さ れ 、 そ の 入
力 端 子 は デ ー タ 線 DLa／ DLbに 連 結 さ れ 、 そ の 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcbと ス ト
レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbと に 連 結 さ れ て い る 。 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcbの 補 助 的 な
役 割 を 果 た す ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbは 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 備 え ら れ た 維 持
電 極 線 SLと 画 素 電 極 PEと が 絶 縁 体 を 間 に 置 い て 重 な っ て い る 部 分 か ら 構 成 さ れ て い る 。 維
持 電 極 線 SLに 対 し て は 共 通 電 圧 Vcomな ど の 決 め ら れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 尚 、 ス ト レ ー ジ
キ ャ パ シ タ Csta、 Cstbは 、 副 画 素 電 極 PEa、 PEbが 絶 縁 体 を 媒 介 と し て ゲ ー ト 線 と 重 な っ て
い る 部 分 か ら 構 成 さ れ て い て も よ い 。 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca、 Clcbな ど に つ い て は 前 述 の 説
明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 信 号 制 御 部 600が １
つ の 画 素 PXに 対 す る 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bを 受 信 し 、 ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbに 対 す る 出 力
映 像 信 号 DATに 変 換 し て デ ー タ 駆 動 部 500に 伝 送 す る こ と が で き る 。 そ の 他 に 、 階 調 電 圧 生
成 部 800が 副 画 素 PXa、 PXbご と に 異 な る 階 調 電 圧 群 を 作 り 、 階 調 電 圧 生 成 部 800が 各 群 か ら
選 択 さ れ た 階 調 電 圧 を 交 互 に デ ー タ 駆 動 部 500に 提 供 し 、 ま た は デ ー タ 駆 動 部 500が 階 調 電
圧 を 二 つ の 群 か ら 交 互 に 選 択 す る 。 そ れ に よ り 、 ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbに 対 し て 異 な る デ
ー タ 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 。 但 し 、 こ の 時 、 ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXb間 で の 合 成 ガ ン
マ 曲 線 が 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 正 面 で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 に 近 く な る よ う に 映 像 信
号 を 補 正 し 、 ま た は 各 階 調 電 圧 群 を 作 る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 正 面 で の 合 成 ガ ン マ 曲
線 を 、 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 最 も 適 し た 、 正 面 で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 と 一 致 さ せ
る 一 方 、 側 方 で の 合 成 ガ ン マ 曲 線 を 正 面 で の 基 準 ガ ン マ 曲 線 に で き る だ け 接 近 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 3に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 の 具 体 的 な 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 4～ 図 10
、 及 び 図 1、 図 2を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 4は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶
表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ り 、 図 5及 び 図 6の 各 々 は 、 図 4に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ
ル ア セ ン ブ リ を 折 線 V－ V及 び 折 線 VI－ VIの 各 々 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開 図 で あ り 、 図
7A及 び 図 7Bは 、 図 4に 示 し た 副 画 素 電 極 の 基 本 部 品 で あ る 電 極 片 の 平 面 図 で あ る 。 図 4～ 図
6を 参 照 す る と 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ は 、 互 い に 対 向 す る 下 部
表 示 パ ネ ル 100と 上 部 表 示 パ ネ ル 200、 及 び 、 こ れ ら ２ つ の 表 示 パ ネ ル 100、 200の 間 に 入 っ
て い る 液 晶 層 3を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま ず 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100に つ い て 説 明 す る 。
　 透 明 な ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ ク な ど で 作 ら れ た 絶 縁 基 板 110の 上 に 複 数 の ゲ ー ト 導 電
体 が 形 成 さ れ て い る 。 各 ゲ ー ト 導 電 体 は 、 ゲ ー ト 線 121、 及 び 第 １ 維 持 電 極 線 131aと 第 ２
維 持 電 極 線 131bと の 対 を 有 す る 。 ゲ ー ト 線 121は 主 に 行 方 向 に 延 び 、 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す
る 。 ゲ ー ト 線 121は 、 列 方 向 に 突 出 し た 第 １ ゲ ー ト 電 極 124aと 第 ２ ゲ ー ト 電 極 124bと の 対
、 及 び 、 他 の 層 ま た は ゲ ー ト 駆 動 部 400と に 接 続 さ れ て い る 広 い 端 部 129aを 有 す る 。 尚 、
ゲ ー ト 駆 動 部 400が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 ゲ ー ト 線 121が ゲ ー ト 駆 動 部 400
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と 直 結 し て い て も 良 い 。 維 持 電 極 線 131a、 131bは 主 に 行 方 向 に 延 び 、 共 通 電 圧 Vcomな ど の
所 定 の 電 圧 の 印 加 を 受 け る 。 第 １ 維 持 電 極 線 131aと 第 ２ 維 持 電 極 線 131bと の 各 対 は 列 方 向
で 各 ゲ ー ト 線 121を 間 に 置 い て い る 。 各 維 持 電 極 線 131a、 131bは 、 列 方 向 に 拡 張 さ れ た 第
１ 維 持 電 極 137aと 第 ２ 維 持 電 極 137bと の 対 を 複 数 有 す る 。 尚 、 維 持 電 極 137a、 137bを は じ
め 、 維 持 電 極 線 131の 模 様 及 び 配 置 は 多 様 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 131a、 131bは 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な ど の ア ル
ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 （ Ag） や 銀 合 金 な ど の 銀 系 金 属 、 銅 （ Cu） や 銅 合 金 な ど の 銅 系 金 属 、
モ リ ブ デ ン （ Mo） や モ リ ブ デ ン 合 金 な ど の モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム （ Cr） 、 タ ン タ ル （
Ta） 、 及 び チ タ ニ ウ ム （ Ti） な ど で 作 る こ と が で き る 。 更 に 、 ゲ ー ト 導 電 体 121、 131a、 1
31bが 、 物 理 的 性 質 の 異 な る ２ つ の 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 多 重 膜 構 造 で あ っ て も よ
い 。 こ の う ち の １ つ の 導 電 膜 は 信 号 遅 延 や 電 圧 降 下 を 減 ら す こ と が で き る よ う に 比 抵 抗 の
低 い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 系 金 属 、 銅 系 金 属 な ど ） で 作 ら れ る 。 一 方 、
他 の 導 電 膜 は 他 の 物 質 、 特 に Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ ） 及 び Ｉ Ｚ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム
亜 鉛 ） と の 物 理 的 、 化 学 的 、 電 気 的 接 触 特 性 に 優 れ た 物 質 （ 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 、
ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 チ タ ニ ウ ム な ど ） で 作 ら れ る 。 こ の よ う な 組 み 合 わ せ の 良 い 例 と し て
は 、 ク ロ ム 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ 、 及 び 、 ア ル ミ ニ ウ ム （
合 金 ） 下 部 膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ が あ る 。 尚 、 ゲ ー ト 導 電 体 121
、 131a、 131bは そ の 他 に も 多 様 な 金 属 ま た は 導 電 体 で 作 る こ と が で き る 。 ゲ ー ト 導 電 体 12
1、 131a、 131bの 側 面 は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 い て お り 、 そ の 傾 斜 角 は 約 30゜ ～ 約 80゜
で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 131a、 131bの 上 に は 窒 化 シ リ コ ン （ SiNx） ま た は 酸 化 シ リ コ ン （ SiO
x） な ど で 作 ら れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 140が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 水 素 化
非 晶 質 シ リ コ ン （ a－ Si： H） ま た は 多 結 晶 シ リ コ ン な ど で 島 状 に 作 ら れ た 第 １ 半 導 体 154a
と 第 ２ 半 導 体 154bと の 対 が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 半 導 体 154aと 第 ２ 半 導 体 154bと の 各
々 は 、 第 １ ゲ ー ト 電 極 124aと 第 ２ ゲ ー ト 電 極 124bと の 上 に 位 置 す る 。 各 第 １ 半 導 体 154aの
上 に は 一 対 の 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ て い る 。 各 第 ２ 半 導 体 154bの 上
に も 一 対 の 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163b、 165bが 形 成 さ れ て い る 。 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163b、
165bは 、 リ ン な ど の ｎ 型 不 純 物 が 高 濃 度 で ド ー ピ ン グ さ れ て い る ｎ ＋ 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ
ン 、 ま た は シ リ サ イ ド で 作 る こ と が で き る 。 半 導 体 154a、 154bと 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163b
、 165bと の 側 面 も ま た 基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 い て い て 、 傾 斜 角 は 30゜ ～ 80゜ 程 度 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163b、 165b、 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は デ ー タ 導 電 体 が 形 成 さ
れ て い る 。 デ ー タ 導 電 体 は 一 対 の デ ー タ 線 171a、 171bと 一 対 の ド レ イ ン 電 極 175a、 175bと
を 有 す る 。
　 第 １ デ ー タ 線 171aと 第 ２ デ ー タ 線 171bと は 主 に 列 方 向 に 延 び て ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電
極 線 131a、 131bと 交 差 し 、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 。 各 デ ー タ 線 171a、 171bは 各 画 素 の 中 間
で 一 度 屈 曲 し て い る 。 各 デ ー タ 線 171a／ 171bは 、 ゲ ー ト 電 極 124a／ 124bに 向 か っ て 延 び て
い る ソ ー ス 電 極 173a／ 173bと 、 他 の 層 ま た は デ ー タ 駆 動 部 500と に 接 続 さ れ て い る 面 積 の
広 い 端 部 179a／ 179bを 有 す る 。 尚 、 デ ー タ 駆 動 部 500が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場
合 、 デ ー タ 線 171a、 171bが デ ー タ 駆 動 部 500と 直 結 し て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ ド レ イ ン 電 極 175aと 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175bと は 分 離 さ れ 、 デ ー タ 線 171a、 171bか ら
も 分 離 さ れ て い る 。 第 １ ／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bは 第 １ ／ 第 ２ ゲ ー ト 電 極 124a／ 12
4bの 上 方 で 第 １ ／ 第 ２ ソ ー ス 電 極 173a／ 173bと 対 向 し て い る 。 第 １ ／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 17
5a／ 175bは 、 広 い 端 部 177a／ 177bと 棒 状 の 端 部 と を 有 す る 。 広 い 端 部 177a／ 177bは 画 素 の
縦 中 心 線 （ 列 方 向 に 延 び て い る 、 行 方 向 で の 画 素 の 中 心 を 示 す 線 ） に 沿 っ て 延 び て 第 １ ／
第 ２ 維 持 電 極 137a／ 137bと 重 な っ て い る 。 棒 状 端 部 は 屈 曲 し た 第 １ ／ 第 ２ ソ ー ス 電 極 173a
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／ 173bで 囲 ま れ て い る 。 ま た 、 第 １ ／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bは 、 ゲ ー ト 線 に 対 し て
平 行 に 延 び て い る 分 枝 部 178a／ 178bを 有 す る 。 第 １ ／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bで は 、
棒 状 端 部 と 分 枝 部 178a／ 178bと が 画 素 の 縦 中 心 線 に 対 し て ほ ぼ 対 称 で あ る 。 そ れ に よ り 、
画 素 PXの 平 面 形 状 が 縦 中 心 線 に 対 し て 対 称 に 維 持 さ れ る の で 、 画 素 の 光 学 的 特 性 も 縦 中 心
線 に 対 し て 対 称 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ ／ 第 ２ ゲ ー ト 電 極 124a／ 124b、 第 １ ／ 第 ２ ソ ー ス 電 極 173a／ 173b、 及 び 第 １ ／ 第 ２
ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bは 第 １ ／ 第 ２ 半 導 体 154a／ 154bと 共 に 第 １ ／ 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ Qa／ Qbを 構 成 し て い る 。 第 １ ／ 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qa／ Qbの チ ャ ン ネ ル は 第 １ ／ 第 ２
ソ ー ス 電 極 173a／ 173bと 第 １ ／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bと の 間 の 第 １ ／ 第 ２ 半 導 体 15
4a／ 154bに 形 成 さ れ る 。 第 １ ／ 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qa／ Qbは 第 １ ／ 第 ２ デ ー タ 線 171a／
171bの 左 側 ／ 右 側 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 デ ー タ 導 電 体 171a、 171b、 175a、 175bは 、 モ リ ブ デ ン 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 及 び チ タ ニ
ウ ム な ど の 耐 熱 性 金 属 、 ま た は こ れ ら の 合 金 で 作 る の が 好 ま し い 。 さ ら に 、 デ ー タ 導 電 体
が 、 耐 熱 性 金 属 膜 （ 図 示 せ ず ） と 低 抵 抗 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） と を 有 す る 多 重 膜 構 造 で あ っ
て も よ い 。 多 重 膜 構 造 の 例 と し て は 、 ク ロ ム ま た は モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 下 部 膜 と ア ル ミ ニ
ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 二 重 膜 、 モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 中 間
膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 三 重 膜 が あ る 。 尚 、 デ ー タ 導 電 体 171a、 171b、 175a、
175bは そ の 他 に も 多 様 な 金 属 ま た は 導 電 体 で 作 る こ と が で き る 。 デ ー タ 導 電 体 171a、 171b
、 175a、 175bも ま た 、 そ の 側 面 が 基 板 110の 表 面 に 対 し て 30゜ ～ 80゜ 程 度 の 傾 斜 角 で 傾 い
て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163b、 165bは 、 そ の 下 地 の 半 導 体 154a、 154bと 、 そ の 上 を 覆 う デ ー
タ 導 電 体 171a、 171b、 175a、 175bと の 間 に 存 在 し 、 そ れ ら の 間 の 接 触 抵 抗 を 下 げ る 。 半 導
体 154a、 154bに は 更 に 、 ソ ー ス 電 極 173a／ 173bと ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bと の 間 を は じ め
、 デ ー タ 導 電 体 171a、 171b、 175a、 175bで は 覆 わ れ ず に 露 出 し た 部 分 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 デ ー タ 導 電 体 171a、 171b、 175a、 175b、 及 び 半 導 体 154a、 154bの 露 出 部 分 の 上 に は 保 護
膜 180が 形 成 さ れ て い る 。 保 護 膜 180は 無 機 絶 縁 物 ま た は 有 機 絶 縁 物 な ど で 作 ら れ 、 表 面 が
平 坦 で あ っ て も よ い 。 有 機 絶 縁 物 は 4.0以 下 の 誘 電 定 数 を 有 す る の が 好 ま し く 、 感 光 性 を
有 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 保 護 膜 180が 、 有 機 膜 の 優 れ た 絶 縁 特 性 を 生 か し な が ら 、
半 導 体 154a、 154bの 露 出 部 分 に 害 に な ら な い よ う に 、 下 部 無 機 膜 と 上 部 有 機 膜 と の 二 重 膜
構 造 を 有 し て い て も 良 い 。 保 護 膜 180に は 、 デ ー タ 線 171a／ 171bの 端 部 179a／ 179bと 第 １
／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bの 広 い 端 部 177a／ 177bと の 各 々 を 露 出 さ せ る 複 数 の 接 触 孔
182、 185a、 185bが 形 成 さ れ て い る 。 保 護 膜 180と ゲ ー ト 絶 縁 膜 140と に は ゲ ー ト 線 121の 端
部 129を 露 出 さ せ る 複 数 の 接 触 孔 181が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 保 護 膜 180の 上 に は 、 複 数 の 画 素 電 極 191、 及 び 複 数 の 接 触 補 助 部 材 81、 82a、 82bが 形 成
さ れ て い る 。 こ れ ら は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 若 し く は Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 な 導 電 物 質 、 ま た は 、 ア ル ミ ニ
ウ ム 、 銀 、 ク ロ ム 、 若 し く は そ れ ら の 合 金 な ど の 反 射 性 金 属 で 作 る こ と が で き る 。
　 画 素 電 極 191は 上 部 表 示 パ ネ ル 200に 形 成 さ れ 、 基 本 色 （ 例 え ば 赤 色 （ R） 、 緑 色 （ G） 、
青 色 （ B） の 三 原 色 ） の う ち の １ つ を 示 す 色 フ ィ ル タ ー CFと 対 向 し て い る 。 各 画 素 電 極 191
は 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと の 対 に 分 離 さ れ て い る 。 各 第 ２ 副 画 素 電 極
191a、 191bは 、 図 7Aに 示 し た 平 行 四 辺 形 状 の 電 極 片 196と 、 図 7Bに 示 し た 平 行 四 辺 形 状 の
電 極 片 197と を 、 少 な く と も １ つ ず つ 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 7A及 び 図 7Bに 示 し た よ う に 、 各 電 極 片 196／ 197は 一 対 の 斜 辺 196o／ 197o及 び 一 対 の 縦
辺 196t／ 197tを 有 し 、 ほ ぼ 平 行 四 辺 形 で あ る 。 斜 辺 196o／ 197oは 縦 辺 196t／ 197tと 斜 め に
交 わ り 、 両 辺 の 成 す 角 の 大 き さ が ほ ぼ 45° ～ 135° で あ る の が 好 ま し い 。 電 極 片 196／ 197
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の 二 つ の 縦 辺 196t／ 197tの 間 の 距 離 （ 幅 ） Wと 、 二 つ の 斜 辺 196o／ 197oの 間 の 距 離 （ 高 さ
） Hと は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 大 き さ に 応 じ て 自 由 に 決 め る こ と が で き る 。 ま
た 、 電 極 片 196／ 197の 縦 辺 196t／ 197tの 形 状 は 、 他 の 部 分 と の 位 置 関 係 を 考 慮 し 、 屈 曲 し
た り 突 出 し た り す る な ど 、 多 様 に 変 更 す る こ と が で き る 。 以 下 で は 、 こ の よ う な 変 形 も 全
て 含 ん で 、 電 極 片 196／ 197の 形 状 を 平 行 四 辺 形 と 言 う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 各 副 画 素 電 極 191a、 191bで は 、 傾 斜 方 向 の 異 な る 平 行 四 辺 形 状 の 電 極 片 196、 197が 行 方
向 に 並 び 、 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 特 に 、 二 つ の 電 極 片 196、 197の 間 で は 、 各 々 の 縦 辺 19
6t、 197tが 互 い に 接 し て い る 。 さ ら に 、 各 電 極 片 196、 197の 斜 辺 196o、 197oが 斜 め に 交 わ
っ て い る 。 そ の 角 度 は ほ ぼ 90° で あ る の が 好 ま し い 。 こ う し て 、 各 副 画 素 電 極 191a、 191b
が 同 様 な 矢 羽 根 形 状 に 構 成 さ れ る 。 特 に 、 行 方 向 に 延 び る 辺 が 列 方 向 に 屈 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 各 画 素 で は 、 こ の よ う な 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと が 列 方 向 に 隣 接 し
て い る 。 第 ２ 副 画 素 電 極 191bの 高 さ H2は 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 高 さ H1よ り 大 き く 、 1.1倍
～ 2倍 程 度 で あ る 。 第 ２ 副 画 素 電 極 191bの 幅 W2は 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 幅 W1よ り 多 少 大 き
い 。 従 っ て 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bの 面 積 は 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 面 積 よ り 大 き く 、 1.5倍
～ 2倍 程 度 で あ る 。 尚 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は こ の よ う な 大 き さ に 限 定 さ れ る わ け で は な く
、 第 １ ／ 第 ２ 副 画 素 電 極 191a／ 191bの 高 さ H1／ H2及 び 幅 W1／ W2を 調 節 し て 所 望 の 面 積 比 を
得 る こ と が で き る 。 特 に 、 1： （ 1.1～ 3） 程 度 の 面 積 比 で あ る の が 好 ま し い 。 こ の よ う に
、 各 副 画 素 電 極 191a、 191bは 行 方 向 に 一 度 折 れ 曲 が っ て い る 。 従 っ て 、 三 原 色 （ 赤 色 （ R
） 、 緑 色 （ G） 、 青 色 （ B） ） の 各 々 を 示 す 色 フ ィ ル タ ー に 対 向 す る ３ つ の 画 素 電 極 191の
領 域 を 更 に 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 デ ー タ 線 171a、 171bと 重 な っ て い る 部
分 の 面 積 を 容 易 に 調 節 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aは 切 開 部 91を 有 し 、 第 ２ 副 画 素 電 極 は 切 開 部 92、 93を
有 す る 。 そ の 他 に 、 切 開 部 91、 92、 93に 代 え 、 突 起 （ 図 示 せ ず ） や 陥 没 部 （ 図 示 せ ず ） が
設 け ら れ て い て も 良 い （ 特 に 突 起 は 有 機 物 ま た は 無 機 物 で 作 る こ と が で き 、 副 画 素 電 極 19
1a、 191b、 ま た は 共 通 電 極 270の 上 ま た は 下 に 配 置 で き る ） 。 各 切 開 部 91／ 92、 93は ２ つ
の 斜 辺 を 有 す る 。 各 斜 辺 は 、 第 １ ／ 第 ２ 副 画 素 電 極 191a／ 191bを 構 成 す る 平 行 四 辺 形 状 の
電 極 片 の 斜 辺 196o／ 197oと 実 質 的 に 平 行 で あ る 。 切 開 部 91、 92、 93の 個 数 、 模 様 、 及 び 配
置 は 多 様 に 変 更 可 能 で あ る 。 第 １ ／ 第 ２ 副 画 素 電 極 191a／ 191bは 切 開 部 91／ 92、 93を 境 に
複 数 の 副 領 域 に 区 画 さ れ て い る 。 各 副 領 域 は ２ つ の 主 辺 を 有 す る 。 各 主 辺 の 位 置 は 、 切 開
部 91／ 92、 93の 斜 辺 及 び 電 極 片 196／ 197の 斜 辺 196o／ 197oの 位 置 で 決 ま る 。 こ こ で 、 液 晶
分 子 が 傾 く 方 向 は 主 に 、 副 画 素 電 極 191a／ 191bの 切 開 部 91／ 92、 93と 副 画 素 電 極 191a、 19
1bの 辺 と に よ り 主 電 場 が 歪 曲 し て 生 じ る 水 平 成 分 の 方 向 で 決 ま る 。 こ の よ う な 主 電 場 の 水
平 成 分 は 、 切 開 部 91、 92、 93の 辺 と 副 画 素 電 極 191a、 191bの 辺 と の 各 々 に 対 し て ほ ぼ 垂 直
で あ る 。 従 っ て 、 切 開 部 91、 92、 93に よ っ て 区 画 さ れ た 各 副 領 域 で は 液 晶 分 子 が 主 辺 に 対
し て ほ ぼ 垂 直 に 傾 く の で 、 各 副 画 素 で は 、 液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 が ほ ぼ ４ つ の 方 向 に 分 か れ
て い る 。 こ の よ う に 液 晶 分 子 が 傾 く 方 向 を 多 様 に す れ ば 、 液 晶 表 示 装 置 の 基 準 視 野 角 が 大
き く な る 。 さ ら に 、 二 つ の 副 画 素 電 極 191a、 191bの 間 で の 電 圧 の 差 に よ っ て 生 成 さ れ る 副
電 場 の 方 向 は 副 領 域 の 主 辺 に 対 し て 垂 直 で あ る 。 従 っ て 、 副 電 場 の 方 向 が 主 電 場 の 水 平 成
分 の 方 向 と 一 致 す る 。 そ の 結 果 、 副 画 素 電 極 191a、 191bの 間 で は 副 電 場 が 、 各 副 領 域 内 で
の 液 晶 分 子 の 傾 斜 方 向 を 安 定 化 さ せ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ 副 画 素 電 極 191aは 接 触 孔 185aを 通 じ て 第 １ ド レ イ ン 電 極 175aに 連 結 さ れ て い る 。 第
２ 副 画 素 電 極 191bは 接 触 孔 185bを 通 じ て 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175bに 連 結 さ れ て い る 。 第 １ 副
画 素 電 極 191aは 第 １ デ ー タ 線 171aと 第 ２ デ ー タ 線 171bと の い ず れ に も 重 な っ て い な い 。 一
方 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bは 、 保 護 膜 180な ど を 隔 て て 第 １ デ ー タ 線 171aと 第 ２ デ ー タ 線 171
bと の 各 々 に 重 な っ て い る 。 第 １ ／ 第 ２ デ ー タ 線 171a／ 171bは 第 １ 部 分 171a1／ 171b1と 第
２ 部 分 171a2／ 171b2と を 有 す る 。 第 １ 部 分 171a1、 171b1は 第 １ 副 画 素 電 極 191aに 隣 接 し て
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い る が 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aに は 重 な っ て い な い 。 第 ２ 部 分 171a2／ 171b2は 第 ２ 副 画 素 電
極 191bに 隣 接 し 、 か つ 第 ２ 副 画 素 電 極 191bに 重 な っ て い る 。 第 １ 部 分 171a1／ 171b1と 第 ２
部 分 171a2／ 171b2と で は 行 方 向 （ 第 １ ／ 第 ２ デ ー タ 線 171a／ 171bの 長 手 方 向 （ 列 方 向 ） に
対 し て 垂 直 な 方 向 ） で の 位 置 が 異 な る 。 そ れ に よ り 、 第 １ デ ー タ 線 171aと 第 ２ デ ー タ 線 17
1bと の 各 々 が 、 各 画 素 の 二 つ の 副 画 素 の 間 で 折 れ 曲 が っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 こ の よ う な デ ー タ 線 171a、 171bと 画 素 電 極 191の 間 の 重 な り に よ っ て 得 ら れ る 効
果 に つ い て 、 図 8～ 図 10を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 8は ガ ン マ 曲 線 を 示 す グ ラ フ で
あ る 。 図 8に は 、 第 １ 副 画 素 の ガ ン マ 曲 線 31、 第 ２ 副 画 素 の ガ ン マ 曲 線 32、 及 び 画 素 全 体
で の 平 均 ガ ン マ 曲 線 30が 示 さ れ て い る 。 図 9は 、 第 １ 副 画 素 で の 階 調 ご と の 輝 度 変 化 率 （
す な わ ち 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 電 圧 変 化 率 ） を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 10は 、 第 ２ 副 画 素
で の 階 調 ご と の 輝 度 変 化 率 （ す な わ ち 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bの 電 圧 変 化 率 ） を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 デ ー タ 線 171a、 171bと 画 素 電 極 191と の 間 に は 寄 生 容 量 が 発 生 す る 。 こ の 寄 生 容 量 の 影
響 に よ っ て 画 素 電 極 の 電 圧 が 変 化 す る 。 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと に 対
し て は 異 な る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 従 っ て 、 仮 に 二 つ の 副 画 素 電 極 間 で 寄 生 容 量 に 起
因 す る 電 圧 の 変 動 量 が 同 じ で も 、 そ の 電 圧 の 変 動 に 伴 う 輝 度 の 変 動 が 第 １ 副 画 素 電 極 191a
と 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと で は 異 な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 8～ 図 10に 示 さ れ て い る よ う に 、 低 階 調 領 域 で は 、 階 調 の 変 化 に 対 す る 第 １ 副 画 素 の
輝 度 変 化 率 （ す な わ ち 、 第 １ 副 画 素 電 極 の 電 圧 変 化 率 ） は 高 く 、 第 ２ 副 画 素 の 輝 度 変 化 率
（ す な わ ち 、 第 ２ 副 画 素 電 極 の 電 圧 変 化 率 ） は ほ ぼ ０ で あ る 。 高 階 調 領 域 で は 逆 に 、 階 調
の 変 化 に 対 す る 第 １ 副 画 素 の 輝 度 変 化 率 （ す な わ ち 、 第 １ 副 画 素 電 極 の 電 圧 変 化 率 ） は 低
く 、 第 ２ 副 画 素 の 輝 度 変 化 率 （ す な わ ち 、 第 ２ 副 画 素 電 極 の 電 圧 変 化 率 ） は 高 い 。 図 9に
示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ 副 画 素 の 輝 度 変 化 率 は 低 階 調 領 域 で 高 く 、 ピ ー ク が 9％ に 達 す
る 。 そ れ に 対 し 、 図 10に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ 副 画 素 は 低 階 調 領 域 で は オ フ 状 態 で あ
る の で 、 輝 度 変 化 率 が 0％ に 近 い 。 一 方 、 高 階 調 領 域 で は 第 ２ 副 画 素 の 輝 度 変 化 率 が 上 昇
す る が 、 最 高 で も 0.45％ 程 度 で あ る の で 、 第 １ 副 画 素 の 輝 度 変 化 率 に 比 べ れ ば 極 め て 低 い
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 般 に 、 低 階 調 領 域 で は デ ー タ 電 圧 の 絶 対 値 自 体 が 小 さ い の で 、 副 画 素 電 極 の 電 圧 変 動
が わ ず か て も 、 副 画 素 の 輝 度 を 過 大 に 変 動 さ せ 得 る 。 特 に 第 １ 副 画 素 で は 上 記 の 通 り 、 第
２ 副 画 素 に 比 べ て 低 階 調 領 域 で の 輝 度 変 化 率 が 極 め て 高 い の で 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 電
圧 変 動 が 第 １ 副 画 素 の 輝 度 を 過 大 に 変 動 さ せ や す い 。 し か し 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ
る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 で は 図 4の よ う に 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aが デ ー タ 線 171a、 171bと は
重 な ら な い よ う に 配 置 さ れ て い る の で 、 両 者 間 に 生 じ る 寄 生 容 量 が 小 さ い 。 従 っ て 、 電 圧
変 動 に 伴 う 輝 度 変 動 が 比 較 的 大 き い 第 １ 副 画 素 で は 、 上 記 の 寄 生 容 量 に 起 因 す る 輝 度 の 過
大 な 変 動 が 防 止 さ れ る 。 一 方 、 電 圧 変 動 に 伴 う 輝 度 変 動 が 比 較 的 小 さ い 第 ２ 副 画 素 で は デ
ー タ 線 171a、 171bを 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 重 ね て い る 。 そ れ に よ り 、 画 素 の 開 口 率 を 高 く
維 持 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 副 画 素 電 極 191a／ 191bの 屈 曲 点 を 結 ぶ 直 線 は 副 画 素 電 極 191a／ 191bの 縦 中 心 線 （ 列 方 向
に 延 び て い る 、 行 方 向 で の 副 画 素 電 極 の 中 心 を 示 す 線 ） で あ り 、 副 領 域 の 境 界 線 で あ る の
で 、 こ の 直 線 の 近 傍 で は 液 晶 分 子 の 配 列 が 壊 れ や す く 、 テ ク ス チ ャ ー が 現 れ や す い 。 し か
し 、 図 4に 示 さ れ て い る よ う に 、 維 持 電 極 線 131a／ 131b、 ド レ イ ン 電 極 175a／ 175bの 拡 張
部 177a／ 177b、 及 び 接 触 孔 185a／ 185bが 、 副 画 素 電 極 191a／ 191bの 縦 中 心 線 の 上 に 位 置 し
て い る 。 従 っ て 、 そ れ ら が 上 記 の テ ク ス チ ャ ー を 覆 う の で 、 画 素 の 実 質 的 な 開 口 率 を 高 く
維 持 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-156468 A 2007.6.21



　 第 １ ／ 第 ２ 副 画 素 電 極 191a、 191bと 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 共 通 電 極 270と は 、 そ れ ら の 間
の 液 晶 層 3の 部 分 と と も に 、 第 １ ／ 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcbを 構 成 し 、 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ Qa／ Qbが 遮 断 さ れ た 後 に も 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 を 維 持 す る 。 一 方 、 第 １ ／ 第 ２ 副
画 素 電 極 191a／ 191bと 第 １ ／ 第 ２ ド レ イ ン 電 極 175a、 175bと は ゲ ー ト 絶 縁 膜 140を 隔 て て
維 持 電 極 137a／ 137bと 重 な り 、 第 １ ／ 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbを 構 成 し て い
る 。 第 １ ／ 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbは 第 １ ／ 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcb
の 電 圧 維 持 能 力 を 補 う 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 接 触 補 助 部 材 81／ 82は 接 触 孔 181／ 182を 通 じ 、 ゲ ー ト 線 121a、 121bの 端 部 129／ デ ー タ
線 171の 端 部 179に 連 結 さ れ て い る 。 接 触 補 助 部 材 81／ 82は ゲ ー ト 線 121a、 121bの 端 部 129
／ デ ー タ 線 171の 端 部 179と 外 部 装 置 と の 間 の 接 着 を 補 完 し 、 そ の 接 着 部 を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 上 部 表 示 パ ネ ル 200に つ い て 説 明 す る 。
　 透 明 な ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ ク な ど で 作 ら れ た 絶 縁 基 板 210の 上 に 遮 光 部 材 220が 形 成
さ れ て い る 。 遮 光 部 材 220は 、 副 画 素 電 極 191a、 191bの 屈 曲 辺 に 対 向 す る 屈 曲 部 と 、 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ に 対 向 す る 四 角 形 部 分 と を 有 し 、 そ れ ら で 、 副 画 素 電 極 191a、 191bに 対 向 す
る 開 口 領 域 を 囲 ん で い る 。 そ れ に よ り 、 遮 光 部 材 220は 副 画 素 電 極 191a、 191bの 間 か ら の
光 漏 れ を 防 止 す る 。
　 絶 縁 基 板 210及 び 遮 光 部 材 220の 上 に は 、 複 数 の 色 フ ィ ル タ ー 230が 形 成 さ れ て い る 。 色
フ ィ ル タ ー 230は 遮 光 部 材 230で 囲 ま れ た 開 口 領 域 内 の ほ と ん ど を 覆 っ て い る 。 色 フ ィ ル タ
ー 230が 画 素 電 極 191の 各 列 に 沿 っ て 長 く 延 び て い て も 良 い 。 各 色 フ ィ ル タ ー 230の 色 は 、
三 原 色 （ 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 ） な ど の 基 本 色 の １ つ で あ る 。
　 色 フ ィ ル タ ー 230及 び 遮 光 部 材 220の 上 に は オ ー バ ー コ ー ト 膜 250が 形 成 さ れ て い る 。 オ
ー バ ー コ ー ト 膜 250は （ 有 機 ） 絶 縁 物 で 作 る こ と が で き 、 色 フ ィ ル タ ー 230の 露 出 を 防 止 し
、 か つ そ の 表 面 を 平 坦 化 さ せ る 。 尚 、 オ ー バ ー コ ー ト 膜 250は 省 略 さ れ て も よ い 。
　 オ ー バ ー コ ー ト 膜 250の 上 に は 共 通 電 極 270が 形 成 さ れ て い る 。 共 通 電 極 270は Ｉ Ｔ Ｏ 、
Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 な 導 電 体 な ど で 作 ら れ て い る 。 共 通 電 極 270に は さ ら に 、 複 数 の 切 開 部
（ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 表 示 パ ネ ル 100、 200の 内 側 に は 配 向 膜 11、 21が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら は 好 ま し く は 垂
直 配 向 膜 で あ る 。 表 示 パ ネ ル 100、 200の 外 側 に は 偏 光 子 12、 22が 備 え ら れ て い る 。 好 ま し
く は 、 ２ つ の 偏 光 子 12、 22の 偏 光 軸 が 互 い に 直 交 し て い る 。 こ の う ち １ つ の 偏 光 軸 は ゲ ー
ト 線 121a、 121bに 対 し て 平 行 で あ る の が 好 ま し い 。 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 に は 、 ２ つ
の 偏 光 子 12、 22の い ず れ か １ つ を 省 略 し て も よ い 。
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 偏 光 子 12、 22、 位 相 遅 延 膜 （ 図 示 せ ず ） 、 表 示 パ ネ ル 100、 200、 及 び
液 晶 層 3に 光 を 供 給 す る 照 明 部 （ 図 示 せ ず ） を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
《 第 ２ 実 施 形 態 》
　 図 3に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 は 図 11の よ う な 構 造 に 具 体 化 さ れ て も 良 い 。 図 11
は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ２ 実 施
形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は 、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ
る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図 11で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ
て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す
。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ は 、 図 4に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液
晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 、 特 に 第 ２ デ ー タ 線 171bの 形 態 が 異 な る 。 第 １ デ ー タ 線 171a
は 図 4に 示 し た 第 １ デ ー タ 線 と 同 様 に 各 画 素 の 中 間 で 一 度 折 れ 曲 が り 、 第 １ 副 画 素 電 極 191
aに 隣 接 す る 部 分 は 第 １ 副 画 素 電 極 191aと は 重 な ら ず 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bに 隣 接 す る 部
分 は 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 重 な っ て い る 。 一 方 、 第 ２ デ ー タ 線 191bは 一 直 線 に 延 び 、 第 １
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副 画 素 電 極 191aと も 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと も 重 な っ て い な い 。 こ の よ う に 一 対 の デ ー タ 線
171a、 171bの 一 方 の み を 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 重 ね る こ と に よ り 、 副 画 素 電 極 191a、 191b
の 電 圧 変 化 に 伴 う 輝 度 の 変 化 を 更 に 抑 え 、 画 面 の 垂 直 方 向 で の ク ロ ス ト ー ク を 防 止 で き る
。
　 尚 、 図 4～ 図 6に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 特 徴 の 多 く が 、 図 11に 示 し た 液 晶 表
示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
《 第 ３ 実 施 形 態 》
　 図 3に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 は 図 12の よ う な 構 造 に 具 体 化 さ れ て も 良 い 。 図 12
は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ３ 実 施
形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は 、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ
る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図 12で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ
て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す
。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ は 、 図 4に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液
晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 、 特 に 各 副 画 素 電 極 191a、 191bの 形 態 が 異 な る 。 第 １ 副 画 素
電 極 191aは 、 ゲ ー ト 線 121に 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 一 対 の 第 １ 辺 191a1、 及 び 、 デ ー タ 線 17
1a、 171bに 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 一 対 の 第 ２ 辺 191a2を 有 す る 。 つ ま り 、 第 １ 副 画 素 電 極 1
91aは ほ ぼ 長 方 形 で あ る 。 第 ２ 副 画 素 電 極 191bは 、 ゲ ー ト 線 121に 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 一
対 の 第 １ 辺 191b1、 及 び 、 デ ー タ 線 171a、 171bに 対 し て 実 質 的 に 平 行 な 第 ２ 辺 191b2を 有 す
る 。 つ ま り 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bは ほ ぼ 長 方 形 で あ る 。 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 高 さ は 第 ２
副 画 素 電 極 191bの 高 さ よ り 小 さ く 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 幅 は 第 ２ 副 画 素 電 極 191bの 幅 よ
り 多 少 狭 い 。 各 副 画 素 電 極 191a、 191bの 高 さ 及 び 幅 を 調 節 し て 所 望 の 面 積 比 を 得 る こ と が
で き る 。 ま た 、 列 方 向 に 隣 接 し て い る 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと の 対 が
一 つ の 画 素 電 極 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 12の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に お い て は 好 ま し く は 、 液 晶 層 3が 正 の 誘 電 率 異 方 性
を 有 す る 。 そ の 場 合 、 液 晶 層 3に 電 場 の な い 状 態 で は 、 液 晶 分 子 の 長 軸 が ２ つ の 表 示 パ ネ
ル の 表 面 に 対 し て 水 平 で あ る 。 副 画 素 電 極 191a、 191b、 及 び 共 通 電 極 270に 対 し て 電 圧 が
印 加 さ れ て そ れ ら の 間 に 電 場 が 形 成 さ れ れ ば 、 液 晶 層 3の 液 晶 分 子 は そ の 電 場 に 対 し て 平
行 な 方 向 に 傾 く 。
　 尚 、 図 4～ 図 6に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 特 徴 の 多 く が 、 図 12に 示 し た 液 晶 表
示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
《 第 ４ 実 施 形 態 》
　 図 3に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 は 図 13及 び 図 14の よ う な 構 造 に 具 体 化 さ れ て も 良
い 。 図 13は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ り 、
図 14は 図 13に 示 さ れ て い る 折 線 XIV－ XIVに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開 図 で あ る 。 第 ４ 実 施
形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は 、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ
る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図 13、 図 14で は 、 図 4～ 図 6に
示 さ れ て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号
を 付 す 。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 、 図 4に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る
液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 異 な り 、 各 副 画 素 電 極 191a、 191bが 図 12に 示 し た 第 ３ 実 施
形 態 に よ る 副 画 素 電 極 と 同 様 な 長 方 形 で あ る 。 さ ら に 、 第 ２ デ ー タ 線 171bが 図 11に 示 し た
第 ２ 実 施 形 態 に よ る 第 ２ デ ー タ 線 と 同 様 に 一 直 線 で あ る 。 そ の 上 、 上 部 表 示 パ ネ ル 200に
代 え 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 保 護 膜 180の 下 に 複 数 の 色 フ ィ ル タ ー 230が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 色 フ ィ ル タ ー 230は 画 素 電 極 191の 各 列 に 沿 っ て 長 く 延 び て い る 。 色 フ ィ ル タ ー 230の 端
は 特 に 、 第 １ デ ー タ 線 171aの 折 れ 曲 が り に 沿 っ て 折 れ 曲 が っ て い る 。 尚 、 色 フ ィ ル タ ー 23
0は 、 ゲ ー ト 線 121の 端 部 129及 び デ ー タ 線 171の 端 部 179が 位 置 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 周 辺
領 域 に は 形 成 さ れ て い な い 。 色 フ ィ ル タ ー 230に は さ ら に 貫 通 孔 235が 形 成 さ れ て い る 。 貫
通 孔 235を 覆 う 保 護 膜 180の 部 分 に は 、 貫 通 項 235よ り 小 さ い 接 触 孔 185aが 形 成 さ れ て い る
。 貫 通 孔 235と 接 触 孔 185aと を 通 し て 第 １ 副 画 素 電 極 191aが ド レ イ ン 電 極 175aの 拡 張 部 177
aに 連 結 さ れ て い る 。 隣 接 す る 色 フ ィ ル タ ー 230は デ ー タ 線 171の 上 で 重 な り 、 隣 接 す る 画
素 電 極 191の 間 か ら 漏 洩 す る 光 を 遮 断 す る 。 そ の 場 合 、 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 遮 光 部 材 を 省
略 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 製 造 工 程 が 簡 素 化 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 尚 、 色 フ ィ ル タ ー 230の 下 に も 保 護 膜 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い て も 良 い 。
　 ま た 、 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の よ う に 、 半 導 体 154a、 154bが デ
ー タ 線 171a、 171bに 沿 っ て 延 び て 線 状 半 導 体 151を 構 成 し て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 さ ら
に 、 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 165bが デ ー タ 線 171a、 171bに 沿 っ て 延 び て 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材
161を 構 成 し て い て も 良 い 。
　 図 4～ 図 6に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 特 徴 の 多 く が 、 図 13及 び 図 14に 示 し た 液
晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
《 第 ５ 実 施 形 態 》
　 図 3に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 は 図 15の よ う な 構 造 に 具 体 化 さ れ て も 良 い 。 図 15
は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ５ 実 施
形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は 、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ
る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図 15で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ
て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す
。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 特 に 図 4に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ
る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 異 な り 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 両 側 に 補 助 電 極 191atが
、 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 縦 中 心 線 に 対 し て 対 称 に 形 成 さ れ て い る 。 補 助 電 極 191atの 端 部
は 第 １ 副 画 素 電 極 191aに 連 結 さ れ て い る 。 各 デ ー タ 線 171a、 171bは 補 助 電 極 191atと 第 １
副 画 素 電 極 191aと の 間 の 間 隙 195を 通 っ て 延 び て い る の で 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aと は 実 質
的 に 重 な っ て い な い 。 こ の 構 造 で は 、 成 形 時 の 誤 差 に よ り 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 縦 中 心 線
の 位 置 が 一 対 の デ ー タ 線 171a、 171bの （ 行 方 向 で の ） 中 間 か ら 左 右 に 外 れ て い て も 、 各 デ
ー タ 線 171a、 171bと 第 １ 副 画 素 電 極 191aと の 間 に 発 生 す る 寄 生 容 量 の 間 の 差 が 、 各 デ ー タ
線 171a、 171bと 補 助 電 極 191atと の 間 に 発 生 す る 寄 生 容 量 の 間 の 差 で 相 殺 さ れ る 。 従 っ て
、 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 一 対 の デ ー タ 線 171a、 171bと の 間 の 距 離 に 対 し て 要 求 さ れ る 精 度
が 緩 和 さ れ る の で 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 信 頼 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
《 第 ６ 実 施 形 態 》
　 次 に 、 図 16～ 図 20、 及 び 図 1、 図 2を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ
ネ ル ア セ ン ブ リ の 他 の 構 造 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 16は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る １ つ の 画 素 の
等 価 回 路 図 で あ る 。 図 16を 参 照 す る と 、 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で
は 、 画 素 PXが 、 一 対 の ゲ ー ト 線 GLa、 GLb、 デ ー タ 線 DL、 及 び 維 持 電 極 線 SLに 連 結 さ れ て い
る 。 画 素 PXは 一 対 の 副 画 素 PXa、 PXbを 有 す る 。 各 副 画 素 PXa／ PXbは 、 ゲ ー ト 線 GLa／ GLbと
デ ー タ 線 DLと に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa／ Qb、 こ れ に 連 結 さ れ た 液 晶 キ ャ パ シ
タ Clca／ Clcb、 及 び 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa／ Qbと 維 持 電 極 線 SLと に 連 結 さ れ て い る ス ト レ
ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbを 有 す る 。 各 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qa／ Qbは 下 部 表 示 パ ネ ル 100に
備 え ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 GLa／ GLbに 連 結 さ れ 、
そ の 入 力 端 子 は デ ー タ 線 DLに 連 結 さ れ 、 そ の 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcbと ス ト
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レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbと に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca、 Clcb、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta、 Cstb、 及 び 、 こ の よ う な 液 晶
表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 な ど 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 実 質 的 に 同
様 な 部 分 の 詳 細 に つ い て は 、 前 述 の 説 明 を 援 用 す る 。 但 し 、 図 3に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 で
は １ つ の 画 素 PXを 構 成 す る ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXaが 同 一 の 時 間 に デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け
る の に 対 し 、 第 ６ 実 施 形 態 で は ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbが 異 な る 時 間 に デ ー タ 電 圧 の 印 加 を
受 け る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 下 で は 、 図 16に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 の 具 体 的 な 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 17
を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 17は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ
ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は
、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様
で あ る 。 図 17で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6
に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す 。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の
説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に
よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 異 な り 、 一 画 素 に 連 結 さ れ る ゲ ー ト 線 121a、 121bの 本
数 が 2倍 で あ る 一 方 、 デ ー タ 線 171o、 171mの 本 数 が 半 分 で あ る 。 ま た 、 １ つ の 画 素 電 極 191
を 構 成 す る 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと の 各 々 に 連 結 さ れ た 第 １ 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ Qaと 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qbと が 、 異 な る ゲ ー ト 線 121a、 121bに 連 結 さ れ 、 同 一
の デ ー タ 線 171mに 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ て い る 二 つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ Qa、 Qbは 、 そ の 画 素 を 通 る デ ー タ 線 171mに 対 し て 同 じ 側 （ 図 17で は 左 側 ） に 位 置 す る
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 17に 示 し た デ ー タ 線 171m、 171oの 形 状 は 、 図 4に 示 し た 第 １ デ ー タ 線 171aの 形 状 と 同
様 に 、 各 画 素 の 中 間 で 一 度 折 れ 曲 が っ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aに 隣 接 す る
デ ー タ 線 171mの 第 １ 部 分 171m1は 第 １ 副 画 素 電 極 191aと は 重 な っ て お ら ず 、 第 ２ 副 画 素 電
極 191bに 隣 接 す る 第 ２ 部 分 171m2は 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 重 な っ て い る 。 一 方 、 行 方 向 に
隣 接 す る 別 の 画 素 を 通 る デ ー タ 線 171oの 第 １ 部 分 171o1は 、 元 の 画 素 の 第 １ 副 画 素 電 極 191
aと は 重 な っ て お ら ず 、 第 ２ 部 分 171o2は 元 の 画 素 の 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと は 重 な っ て い な
い 。
　 尚 、 図 4～ 図 6に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 特 徴 の 多 く が 、 図 17に 示 し た 液 晶 表
示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
《 第 ７ 実 施 形 態 》
　 図 16に 示 し た 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 は 図 17の よ う な 構 造 の 他 に 、 図 18～ 図 20の よ う な
構 造 に 具 体 化 さ れ て も 良 い 。 図 18～ 図 20は 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造
は 、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同
様 で あ る 。 図 18～ 図 20で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、
図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す 。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て
は 前 述 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 18～ 図 20に 示 さ れ て い る 液 晶 表 示 パ ネ ル で は い ず れ も 、 図 17に 示 さ れ て い る 液 晶 表 示
パ ネ ル と 同 様 に 、 １ つ の 画 素 電 極 191を 構 成 す る 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 第 ２ 副 画 素 電 極 191
bと の 各 々 に 連 結 さ れ た 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qaと 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qbと が 、 異 な る
ゲ ー ト 線 121a、 121bに 連 結 さ れ 、 同 一 の デ ー タ 線 171mに 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 同 じ 画
素 に 含 ま れ て い る 二 つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qa、 Qbは 、 そ の 画 素 を 通 る デ ー タ 線 171mに 対 し
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て 同 じ 側 （ 図 18～ 図 20で は 左 側 ） に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 18に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 図 17の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 異 な
り 、 デ ー タ 線 171mが 各 画 素 で 2回 折 れ 曲 が っ て い る 。 そ れ に よ り 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aに
隣 接 す る 第 １ 部 分 171m1が 第 １ 副 画 素 電 極 191aと は 重 な っ て い な い の に 加 え 、 第 ２ 副 画 素
電 極 191bと 隣 接 す る 第 ２ 部 分 171m2が さ ら に 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 重 な っ て い る 第 ３ 部 1
71m3、 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと は 重 な っ て い な い 第 ４ 部 分 171m4に 分 か れ て い る 。 そ の
画 素 に 行 方 向 で 隣 接 す る 別 の 画 素 を 通 る デ ー タ 線 171oも ま た 、 デ ー タ 線 171mと 同 様 に 、 各
画 素 で 2回 折 れ 曲 が っ て い る 。 そ れ に よ り 、 第 １ 副 画 素 電 極 191aと 隣 接 す る 第 １ 部 分 171o1
が 第 １ 副 画 素 電 極 191aと は 重 な っ て い な い の に 加 え 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 隣 接 す る 第 ２
部 分 171o2が 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと は 重 な っ て い な い 第 ３ 部 171o3、 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極
191bと 重 な っ て い る 第 ４ 部 分 171o4を 有 す る 。 こ の よ う に デ ー タ 線 171mを 各 画 素 で 2回 折 り
曲 げ る こ と に よ り 、 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qa、 Qbと 画 素 電 極 191と の 間 の 重 な り 部 分 の 面 積
を 抑 え る こ と が で き る の で 、 画 素 の 開 口 率 を 高 く 維 持 で き る 。 そ の 上 、 隣 接 す る 二 つ の デ
ー タ 線 171o、 171mで は デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 対 で あ る の で 、 第 ２ 副 画 素 電 極 191bと 各 デ ー
タ 線 171o、 171mと の 間 に 形 成 さ れ る 寄 生 容 量 の 間 で 、 第 ２ 副 画 素 電 極 の 電 圧 へ 与 え る 影 響
が 互 い に 相 殺 さ れ る 。 そ の 結 果 、 画 面 の 垂 直 方 向 で の ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を さ ら に 抑 え る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 19に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ は 図 17の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 異 な り
、 画 素 電 極 191の 形 態 が 図 12の 画 素 電 極 191の 形 態 と 同 様 な 長 方 形 で あ る 。 尚 、 デ ー タ 線 17
1mの 形 態 は 図 17に 示 し た デ ー タ 線 171mの 形 態 と 同 様 で あ る 。
　 図 20に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ は 図 18の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と 同 様 に 、
デ ー タ 線 171mが 各 画 素 で 2回 折 れ 曲 が っ て い る 。 一 方 、 画 素 電 極 191の 形 態 が 図 12の 画 素 電
極 191の 形 態 と 同 様 に 長 方 形 で あ る 。
　 尚 、 図 4～ 図 6に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 多 く の 特 徴 が 図 18～ 図 20に 示 し た 液
晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
《 第 ８ 実 施 形 態 》
　 次 に 、 図 21及 び 図 22を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い
て 説 明 す る 。 図 21は 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 22
は 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る １ つ の 画 素 の 等 価 回
路 図 で あ る 。
　 図 21を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ
ン ブ リ 300、 そ れ に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 400と デ ー タ 駆 動 部 500と 維 持 電 極 駆 動 部 700、
デ ー タ 駆 動 部 500に 連 結 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 800、 及 び 、 そ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 60
0を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 複 数 の 信 号 線 G1－ Gn、 D1－ Dm、 そ れ ら に 連 結 さ れ て
い て ほ ぼ マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 PXを 有 す る 。 さ ら に 、 図 2に 示 し た 構 造
と 同 様 に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 互 い に 対 向 す る 下 部 表 示 パ ネ ル 100と 上 部 表
示 パ ネ ル 200、 及 び そ れ ら の 間 に 入 っ て い る 液 晶 層 3を 有 す る 。
　 信 号 線 は 、 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト 線 G1－ Gn、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る デ ー タ 線 D1－
Dm、 及 び 維 持 電 極 信 号 を 伝 達 す る 第 １ 維 持 電 極 線 と 第 ２ 維 持 電 極 線 と の 対 、 を 複 数 ず つ 有
す る 。 ゲ ー ト 線 G1－ Gnは ほ ぼ 行 方 向 に 延 び て 互 い に ほ と ん ど 平 行 で あ る 。 デ ー タ 線 D1－ Dm
は ほ ぼ 列 方 向 に 延 び て 互 い に ほ と ん ど 平 行 で あ る 。 維 持 電 極 線 は ほ ぼ 行 方 向 に 延 び て 互 い
に ほ と ん ど 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 各 画 素 PXが 、 図 22に 示 さ れ て い る よ
う に 、 ゲ ー ト 線 GL、 デ ー タ 線 DL、 及 び 一 対 の 維 持 電 極 線 SLa、 SLbに 連 結 さ れ て い る 。 各 画
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素 PXは 一 対 の 副 画 素 PXa、 PXbを 有 す る 。 各 副 画 素 PXa／ PXbは 、 ゲ ー ト 線 GLと デ ー タ 線 DLと
に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q、 そ れ に 連 結 さ れ た 第 １ ／ 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca
／ Clcb、 及 び 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qと 維 持 電 極 線 SLa／ SLbと に 連 結 さ れ て い る 第 １ ／ 第 ２
ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbを 有 す る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qは 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 備
え ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 GLに 連 結 さ れ 、 そ の 入 力
端 子 は デ ー タ 線 DLに 連 結 さ れ 、 そ の 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca／ Clcbと ス ト レ ー ジ キ
ャ パ シ タ Csta／ Cstbと に 連 結 さ れ て い る 。 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcaは 下 部 表 示 パ ネ ル 100
の 第 １ 副 画 素 電 極 と 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 共 通 電 極 と を ２ つ の 端 子 と す る 。 第 ２ 液 晶 キ ャ
パ シ タ Clcbは 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 第 ２ 副 画 素 電 極 と 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 共 通 電 極 と を ２
つ の 端 子 と す る 。 各 副 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 の 液 晶 層 3が 各 液 晶 キ ャ パ シ タ Clca、 Clc
bの 誘 電 体 と し て 機 能 す る 。 第 １ 副 画 素 電 極 及 び 第 ２ 副 画 素 電 極 は い ず れ も 同 じ 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ Qに 連 結 さ れ て い る 。 共 通 電 極 は 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 全 面 に 形 成 さ れ て い て 、 共
通 電 圧 Vcomの 印 加 を 受 け る 。 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstaは 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 備
え ら れ た 第 １ 維 持 電 極 線 SLaと 第 １ 副 画 素 電 極 と が 絶 縁 体 を 間 に 置 い て 重 な っ て い る 部 分
か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstbは 、 第 ２ 維 持 電 極 線 SLbと 第 ２ 副 画
素 電 極 と が 絶 縁 体 を 間 に 置 い て 重 な っ て い る 部 分 か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 １ ／ 第 ２ 維 持 電
極 線 SLa／ SLbに 対 し て は 維 持 電 極 信 号 Vsta／ Vstbが 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 具 体 的 な 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 23
を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 23は 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ
ン ブ リ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は
、 図 4～ 図 6に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様
で あ る 。 図 23で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6
に 示 さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す 。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の
説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 23に 示 さ れ て い る 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 図 4に 示 し た 第 １ 実 施 形 態
に よ る 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に 、 各 デ ー タ 線 171m、 171oが 各 画 素 の 二 つ の 副 画 素 の 間 で 折 れ
曲 が っ て い る 。 そ れ に よ り 、 各 画 素 を 通 る デ ー タ 線 171mが 、 そ の 画 素 の 第 １ 副 画 素 電 極 19
1aに 隣 接 す る 第 １ 部 分 171m1と 、 そ の 画 素 の 第 ２ 副 画 素 電 極 191bに 隣 接 す る 第 ２ 部 分 171m2
と に 分 け ら れ て い る 。 第 １ 部 分 171m1と 第 ２ 部 分 171m2と で は 行 方 向 （ デ ー タ 線 171mの 長 手
方 向 （ 列 方 向 ） に 対 し て 垂 直 な 方 向 ） で の 位 置 が 異 な る 。 第 １ 部 分 171m1は 第 １ 副 画 素 電
極 191aに は 重 な っ て い な い 。 第 ２ 部 分 171m2は 第 ２ 副 画 素 電 極 191bに 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 23に 示 さ れ て い る 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 図 3及 び 図 16に 示 し た 等 価
回 路 で 表 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 を 具 体 化 し た も の （ 例 え ば 図 4） と は 異 な り 、 各 画 素 に ゲ ー
ト 線 121及 び デ ー タ 線 171が 一 本 ず つ 連 結 さ れ て い る 。 各 画 素 で は 、 １ つ の ゲ ー ト 電 極 124
、 １ つ の ソ ー ス 電 極 173、 及 び 第 １ ド レ イ ン 電 極 175aが 、 半 導 体 151の 突 出 部 154と 共 に 、
１ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qの 一 部 を 構 成 し て い る 。 そ の 部 分 で は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ
ン ネ ル が 、 ソ ー ス 電 極 173と 第 １ ド レ イ ン 電 極 175aと の 間 か ら 露 出 す る 半 導 体 151の 突 出 部
154に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 同 じ ゲ ー ト 電 極 124、 同 じ ソ ー ス 電 極 173、 及 び 第 ２ ド レ イ ン 電
極 175bが 、 同 じ 半 導 体 151の 突 出 部 154と 共 に 、 同 じ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 別 の 部 分 を 構 成 す
る 。 そ の 部 分 で は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル が 、 ソ ー ス 電 極 173と 第 ２ ド レ イ ン 電 極 1
75bと の 間 か ら 露 出 す る 半 導 体 151の 突 出 部 154に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 再 び 図 21を 参 照 す る と 、 階 調 電 圧 生 成 部 800は 、 画 素 PXの 透 過 率 に 対 応 づ け ら れ て い る
階 調 電 圧 群 （ ま た は 基 準 階 調 電 圧 群 ） を 2つ 生 成 す る 。 一 方 の 階 調 電 圧 群 は 共 通 電 圧 Vcom
に 対 し て 正 の 値 を 有 し 、 他 方 の 階 調 電 圧 群 は 負 の 値 を 有 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 液 晶 表
示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の ゲ ー ト 線 G1－ Gnと 連 結 さ れ 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonと ゲ ー ト オ フ 電
圧 Voffと の 組 み 合 わ せ か ら 成 る ゲ ー ト 信 号 を ゲ ー ト 線 G1－ Gnに 対 し て 印 加 す る 。 デ ー タ 駆
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動 部 500は 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の デ ー タ 線 D1－ Dmに 連 結 さ れ 、 階 調 電 圧 生 成 部 80
0か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 こ れ を デ ー タ 電 圧 と し て デ ー タ 線 D1－ Dmに 対 し て 印 加 す る 。
尚 、 階 調 電 圧 生 成 部 800が 全 て の 階 調 に 対 す る 階 調 電 圧 で は な く 、 決 め ら れ た 数 の 基 準 階
調 電 圧 の み を 提 供 す る 場 合 に は 、 デ ー タ 駆 動 部 500は 基 準 階 調 電 圧 を 分 圧 し て 各 階 調 に 対
す る 階 調 電 圧 を 生 成 し 、 こ の 中 か ら デ ー タ 電 圧 を 選 択 す る 。 維 持 電 極 駆 動 部 700は 維 持 電
極 線 SLa、 SLbと 連 結 さ れ 、 互 い に 逆 位 相 の 維 持 電 極 信 号 の 対 Vsta、 Vstbを 維 持 電 極 線 の 対
SLa、 SLbに 対 し て 印 加 す る 。 信 号 制 御 部 600は ゲ ー ト 駆 動 部 400及 び デ ー タ 駆 動 部 500な ど
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ れ ら の 駆 動 装 置 400、 500、 600、 800の 各 々 は 好 ま し く は 、 少 な く と も １ つ の 集 積 回 路
チ ッ プ の 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 上 に 直 接 実 装 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 可
撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ 、 TCPの 形 態 で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300
に 実 装 さ れ て い て も 良 い 。 さ ら に 、 そ れ ら が 別 の 印 刷 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ
れ て い て も 良 い 。 そ れ ら と は 異 な り 、 駆 動 装 置 400、 500、 600、 800が 信 号 線 G1－ Gn、 D1－
Dm、 SLa、 SLb、 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qな ど と 共 に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300に 集 積 化 さ れ て い て も 良 い 。 ま た 、 駆 動 装 置 400、 500、 600、 800の 全 て が 単
一 の チ ッ プ に 集 積 化 さ れ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 そ れ ら の う ち の 少 な く と も １ つ 、 ま た
は そ れ ら を 構 成 す る 少 な く と も １ つ の 回 路 素 子 が そ の 単 一 チ ッ プ の 外 側 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 下 で は 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 信 号 制 御 部 600は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 映 像 信 号 R、 G
、 B、 及 び 、 そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 入 力 制 御 信 号 に は 好 ま し く は
、 垂 直 同 期 信 号 Vsync、 水 平 同 期 信 号 Hsync、 メ イ ン ク ロ ッ ク MCLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号
DEが 含 ま れ て い る 。 信 号 制 御 部 600は 、 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bと 入 力 制 御 信 号 と に 基 づ き 、
入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bを 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に 処 理 し
、 か つ 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2、 及 び 維 持 電 極 制 御 信 号 CONT3な ど
を 生 成 す る 。 信 号 制 御 部 600は そ の 後 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1を ゲ ー ト 駆 動 部 400に 出 力 し
、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2と 処 理 さ れ た 映 像 信 号 DATと を デ ー タ 駆 動 部 500に 出 力 し 、 維 持 電
極 制 御 信 号 CONT3を 維 持 電 極 駆 動 部 700に 出 力 す る 。 実 施 形 態 １ で の も の と 同 様 に 、 ゲ ー ト
制 御 信 号 CONT1は 、 走 査 開 始 信 号 、 ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 を 有 し 、 デ ー
タ 制 御 信 号 CONT2は 、 水 平 同 期 開 始 信 号 、 ロ ー ド 信 号 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び 反 転 信
号 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 維 持 電 極 駆 動 部 700は 、 信 号 制 御 部 600か ら の 維 持 電 極 制 御 信 号 CONT3に 従 い 、 第 １ ／ 第
２ 維 持 電 極 信 号 Vsta／ Vstbを 第 １ ／ 第 ２ 維 持 電 極 線 SLa／ SLbに 対 し て 印 加 す る 。 第 １ 維 持
電 極 信 号 Vstaと 第 ２ 維 持 電 極 信 号 Vstbと の 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る 各 極 性 は 周 期 的 に 反 転 す
る 。 さ ら に 、 両 信 号 Vsta、 Vstb間 で は 位 相 が 互 い に 反 対 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 信 号 制 御 部 600か ら の デ ー タ 制 御 信 号 C0NT2に 従 い 、 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 画 素 マ ト リ ッ
ク ス の 各 行 に 対 す る デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを 受 信 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は さ ら に 、 各 デ ジ
タ ル 映 像 信 号 DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ り 、 デ ジ タ ル 映 像 信 号 DATを ア ナ
ロ グ デ ー タ 電 圧 に 変 換 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は そ の 後 、 ア ナ ロ グ デ ー タ 電 圧 を 目 標 の デ
ー タ 線 D1－ Dmに 対 し て 印 加 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 信 号 制 御 部 600か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1に 従 っ て ゲ ー ト オ ン 電 圧 V
onを ゲ ー ト 線 G1－ Gnに 対 し て 印 加 す る 。 図 22に 示 さ れ て い る 画 素 PXで は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧
Vonが ゲ ー ト 線 GLに 対 し て 印 加 さ れ る と 、 そ の ゲ ー ト 線 GLに 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q
が 導 通 す る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 線 DLに 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 が 、 導 通 し た ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Qを 通 じ 、 そ の 画 素 PXに 含 ま れ る ２ つ の 副 画 素 PXa、 PXbの 両 方 に 対 し て 同 時 に 印
加 さ れ る 。 そ の と き 、 第 １ 副 画 素 PXaに 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 Vcomと の
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間 の 差 、 す な わ ち 、 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcaの 両 端 電 圧 は 、 図 23で は 、 共 通 電 極 の 電 圧 に
対 す る 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 電 圧 に 等 し い 。 一 方 、 第 ２ 副 画 素 PXbに 対 し て 印 加 さ れ た デ
ー タ 電 圧 の 電 圧 と 共 通 電 圧 Vcomと の 間 の 差 、 す な わ ち 、 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcbの 両 端 電
圧 は 、 図 23で は 、 共 通 電 極 の 電 圧 に 対 す る 第 ２ 副 画 素 電 極 191bの 電 圧 に 等 し い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qが 遮 断 さ れ れ ば 、 各 副 画 素 電 極 191a、 191bが い ず れ も フ ロ ー テ ィ ン
グ 状 態 と な る 。 こ こ で 、 第 １ ／ 第 ２ 副 画 素 電 極 191a／ 191bは 第 １ ／ 第 ２ 維 持 電 極 線 131a／
131bと 第 １ ／ 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Csta／ Cstbを 構 成 し て い る 。 従 っ て 、 第 １ ／ 第 ２
維 持 電 極 線 131a／ 131bの 電 圧 変 化 に 伴 い 、 第 １ ／ 第 ２ 副 画 素 電 極 191a／ 191bの 電 圧 が 変 化
す る 。 各 維 持 電 極 信 号 Vsta、 Vstbの 極 性 を 適 切 に 調 節 す れ ば 、 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る 第 ２
副 画 素 電 極 191bの 平 均 電 圧 を 、 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る 第 １ 副 画 素 電 極 191aの 平 均 電 圧 よ り
高 く す る こ と が で き る 。 こ う し て 、 二 つ の 副 画 素 間 で 同 じ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 共 用 す る 場
合 で も 、 各 副 画 素 電 極 の 実 際 の 電 圧 間 に 所 定 の 差 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
《 第 ９ 実 施 形 態 》
　 図 22に 示 さ れ て い る 等 価 回 路 で 表 さ れ る 画 素 は 図 24～ 図 27に 示 さ れ て い る よ う に 具 体 化
さ れ て も 良 い 。 図 24、 図 25、 及 び 図 27は 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ
ン ブ リ の 平 面 図 で あ り 、 図 26は 図 25に 示 さ れ て い る 折 線 XXVI－ XXVIに 沿 っ て 切 断 し た 断 面
の 展 開 図 で あ る 。 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 は 、 図 4～ 図 6
に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 積 層 構 造 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図
24～ 図 27で は 、 図 4～ 図 6に 示 さ れ て い る 構 成 要 素 と 同 様 な 構 成 要 素 に 対 し 、 図 4～ 図 6に 示
さ れ て い る 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す 。 さ ら に 、 そ れ ら 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 の 説 明
を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 24の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 図 23の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と は 異 な り 、 デ
ー タ 線 171mが 図 18に 示 さ れ て い る デ ー タ 線 171mと 同 様 に 、 各 画 素 で 2回 折 れ 曲 が っ て い る
。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 25及 び 図 26に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 図 23の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ
と は 異 な り 、 各 副 画 素 電 極 191a、 191bが 図 19に 示 さ れ て い る 副 画 素 電 極 と 同 様 に 長 方 形 で
あ る 。 さ ら に 、 半 導 体 154の 一 部 が デ ー タ 線 171mに 沿 っ て 延 び 、 線 状 半 導 体 151を 構 成 し て
い る 。 さ ら に 、 抵 抗 性 接 触 部 材 163の 一 部 が デ ー タ 線 171mに 沿 っ て 延 び 、 線 状 抵 抗 性 接 触
部 材 161を 構 成 し て い る 。 線 状 半 導 体 151は デ ー タ 線 171mと 実 質 的 に 同 様 な 平 面 形 状 を し て
い る 。 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 161、 及 び 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 165a、 165bは そ れ ぞ れ 、 デ ー タ
線 171m、 及 び ド レ イ ン 電 極 175a、 175bと 実 質 的 に 同 様 な 平 面 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 27に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ で は 図 23の 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ と 異 な り
、 各 画 素 電 極 191a、 191bの 形 態 が 図 20に 示 さ れ て い る 副 画 素 電 極 と 同 様 に 長 方 形 で あ る 。
さ ら に 、 デ ー タ 線 171mの 形 態 が 図 20に 示 さ れ て い る デ ー タ 線 171mの 形 態 と 同 様 に 、 各 画 素
で 2回 折 れ 曲 が っ て い る 。
　 図 4～ 図 6に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 特 徴 の 多 く が 、 図 24～ 図 27に 示 し た 液 晶
表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ れ ら の よ う な 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 製 造 工 程 で は 好 ま し く は 、 デ ー タ 線 171m、 ド レ イ ン
電 極 175a、 175b、 線 状 半 導 体 151、 及 び 抵 抗 性 接 触 部 材 163、 165a、 165bが 1回 の 写 真 工 程
で 形 成 さ れ る 。 こ の 写 真 工 程 で は 、 感 光 膜 の 厚 さ が 場 所 に よ っ て 異 な る 。 感 光 膜 は 特 に 、
厚 い 第 １ 部 分 と 薄 い 第 ２ 部 分 と に 分 け ら れ る 。 第 １ 部 分 は 、 デ ー タ 線 171mと ド レ イ ン 電 極
175a、 175bと が 形 成 さ れ る べ き 領 域 に 位 置 し 、 第 ２ 部 分 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ
ル 領 域 が 形 成 さ れ る べ き 領 域 に 位 置 す る 。 こ こ で 、 場 所 に よ っ て 感 光 膜 の 厚 さ を 変 化 さ せ
る 方 法 は 多 様 で あ る 。 好 ま し く は 、 光 マ ス ク に 、 透 光 領 域 及 び 遮 光 領 域 に 加 え 、 半 透 明 領
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域 を 形 成 す る 。 半 透 明 領 域 に は 、 ス リ ッ ト パ タ ー ン 、 格 子 パ タ ー ン 、 ま た は 、 透 過 率 若 し
く は 厚 さ が 透 光 領 域 と 遮 光 領 域 と の 中 間 で あ る 薄 膜 が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト パ タ ー ン
を 使 用 す る 場 合 に は 、 ス リ ッ ト の 幅 や ス リ ッ ト の 間 隔 が 、 写 真 工 程 に 用 い ら れ る 露 光 器 の
分 解 能 よ り 小 さ い 。 場 所 に よ っ て 感 光 膜 の 厚 さ を 変 化 さ せ る 方 法 に は そ の 他 に 、 リ フ ロ ー
が 可 能 な 感 光 膜 を 使 用 す る 方 法 が あ る 。 ま ず 、 リ フ ロ ー 可 能 な 感 光 膜 で 基 板 を 覆 い 、 透 光
領 域 と 遮 光 領 域 と を 有 す る 通 常 の 光 マ ス ク を 通 し て そ の 感 光 膜 を 露 光 し 、 現 像 す る 。 そ の
後 、 現 像 さ れ た 感 光 膜 を リ フ ロ ー さ せ 、 現 像 直 後 に は 感 光 膜 が 残 留 し て い な か っ た 領 域 に
感 光 膜 を 流 す 。 そ れ に よ り 、 そ の 領 域 に は 他 の 領 域 よ り 薄 い 感 光 膜 が 形 成 さ れ る 。 こ の よ
う に す る と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 製 造 に 必 要 な 写 真 工 程 の 数 を 減 ら す こ と が で き る の で 、
そ の 製 造 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 的 範
囲 は 上 記 の 実 施 形 態 に は 限 定 さ れ な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 さ れ て い る 本 発 明 の 基 本 概
念 を 利 用 し た 当 業 者 に よ る 多 様 な 変 形 及 び 改 良 も ま た 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ る ２ つ の 副 画 素 を 示 す 模 式 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る １ つ の 画 素 の
等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 4に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 折 線 V－ Vに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展 開
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 4に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 折 線 VI－ VIに 沿 っ て 切 断 し た 断 面 の 展
開 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 図 4に 示 し た 副 画 素 電 極 の 基 本 部 品 で あ る 一 つ の 電 極 片 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 4に 示 し た 副 画 素 電 極 の 基 本 部 品 で あ る も う 一 つ の 電 極 片 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ガ ン マ 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 第 １ 副 画 素 電 極 に つ い て 、 階 調 ご と
の 輝 度 変 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 第 ２ 副 画 素 電 極 に つ い て 、 階 調 ご
と の 輝 度 変 化 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 13に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 折 線 XIV－ XIVに 沿 っ て 切 断 し た 断 面
の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る １ つ の 画 素
の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の 一 例
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の 別 の
例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の さ ら
に 別 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る １ つ の 画 素
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の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の い ち
例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の 別 の
例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 25に 示 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ を 折 線 XXVI－ XXVIに 沿 っ て 切 断 し た 断
面 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ の 具 体 的 な 構 造 の さ ら
に 別 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
12、 22　 偏 光 板
11、 21　 配 向 膜
91、 92、 93　 画 素 電 極 の 切 開 部
81、 81a、 81b、 82、 82a、 82b　 接 触 補 助 部 材
110、 210　 基 板
121、 121a、 121b、 129a、 129b　 ゲ ー ト 線
124、 124a、 124b　 ゲ ー ト 電 極
131、 131a、 131b　 維 持 電 極 線
137、 137a、 137b　 維 持 電 極
140　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
154、 154a、 154b　 半 導 体
161、 163a、 165a、 163b、 165b　 抵 抗 性 接 触 部 材
171、 171a、 171b、 179、 179a、 179b　 デ ー タ 線
173、 173a、 173b　 ソ ー ス 電 極
175、 175a、 175b、 177、 177a、 177b　 ド レ イ ン 電 極
180　 保 護 膜
181、 181a、 181b、 182、 182a、 182b、 185、 185a、 185b　 接 触 孔
191、 191a、 191b　 画 素 電 極
220　 遮 光 部 材
230　 色 フ ィ ル タ ー
250　 オ ー バ ー コ ー ト 膜
270　 共 通 電 極
300　 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ
400　 ゲ ー ト 駆 動 部
500　 デ ー タ 駆 動 部
600　 信 号 制 御 部
700　 維 持 電 極 駆 動 部
800　 階 調 電 圧 生 成 部
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够在保持足够高的像素开口率的同时抑制子像
素之间发生串扰的液晶显示装置。 在根据本发明的液晶显示装置中，每
个像素电极具有沿列方向布置的两个子像素电极。 此外，穿过每个像素
的数据线包括与第一子像素电极相邻的第一部分和与第二子像素电极相
邻的第二部分。 在第一部分和第二部分之间，行方向上的位置不同。 结
果，数据线在每个像素的中间弯曲一次。 第一部分不与第一子像素电极
重叠。 第二部分与第二子像素电极重叠。 [选择图]图4
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